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大公殿下は幼なじみ妻に「愛している」を伝えたい
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　ヴァント帝国の王宮、ハルプクーゲル宮殿。

　ロマネスク建築の優美な外観を備えた宮殿は三日月の下、その威厳を誇るように静かに佇んでいる。

　宮殿の三階は王家の居住区となっており、西の棟の最奥は結婚したばかりの大公夫妻の寝室となっていた。

　ダマスク柄の入ったボルドーカラーの壁紙で覆われた寝室は広く、部屋のあちこちに置かれた銀の燭台のろうそくが、部屋を幻想的な明るさに照らしている。

　夫婦の愛の巣である大型ベッドは天蓋つきで、閉められたモスリンのカーテンの奥からは、若い女性の甘い吐息が漏れ聞こえてきた。

「ああ……、マリウス……」

　夫の愛撫を受け、十九歳の大公妃であるレオナは身を捩る。

　柔らかなブロンドはシーツの上で黄金色の波となり、涙を滲ませた青い瞳はろうそくの灯りを映しこんでキラキラと輝いている。一糸纏わぬ身体は女性らしい曲線を描き、アラバスターのように白い肌と相まって、彼女を美しくなまめかしく魅せていた。

　そんな妻の身体に優しく口づけるマリウスは、彼女よりふたつ年上の若き大公だ。竜騎軍の将官としても活躍する彼の身体はたくましく引き締まり、男らしい。

　ブルネットの髪と琥珀色の瞳を持つ彼は凛々しく端正な顔立ちをしており、目尻の上がった切れ長の目がクールな色気を醸し出していた。

　豊かな双丘の先端を舌と唇でねぶり、可愛らしい臍にまで口づけをしてからマリウスは顔を上げる。

　与えられる愉悦に息を弾ませ瞳を潤ませていたレオナは、彼が見つめていることに気づいて胸を切なく疼かせた。

「マリウス……」

　子供の頃と変わらない、琥珀色の瞳を持った鋭い目もと。そのせいでマリウスは一見冷たそうに見えるけれど、本当は表情豊かで優しいことをレオナは知っている。

　そしてレオナはそんな彼のことが誰より好きだった。――けれど。

　マリウスは少しだけ厚みのある唇を開きかけ何かを言おうとして、結局噤んだ。

　今夜も彼の口から「愛してる」の言葉が出なかったことに、レオナは密かに落胆する。

（落ち込むことじゃないわ。だって、当然だもの。彼が……私を愛していないのは）

　自分に言い聞かせ、レオナはマリウスから視線を逸らすと瞼を閉じた。

　ややすると頬に軽くキスが落とされ、再び身体への愛撫が始まった。

　子供の頃から恋している彼と夫婦として結ばれ肌を重ね合っているというのに、レオナの心は切なくて苦しくてたまらない。

　愛する人に心の奥底で嫌われながら抱かれることは、何度経験しても泣きたくなる。

（泣いては駄目。私が彼を傷つけたのがいけないのだもの。我慢しなくては）

　レオナは涙が零れないようにさらに固く目を閉じた。

　愛撫の刺激で口から吐息が零れるたび、「愛してる」と告げたくなる気持ちを抑えて。

















第一章　男装令嬢の事情












　アーホルン王国の公爵家長女、レオナ・ブレトリウスは悲嘆に暮れていた。

（どうして？　どうしてよりによってマリウスなの？　彼は――私を嫌っているはずじゃない）

　レオナの目の前のテーブルに置かれているのは、今日届いたばかりの手紙。

　友好国であるヴァント帝国の皇室から届いたそれは、帝国の第二王子マリウス・バウムガルドからの正式な求婚の信書だった。

　大国であるヴァント帝国、ましてや王家からの求婚ともなれば、嫁ぎ先としては申し分ない。

　レオナはもうすぐ十九歳で、王侯貴族女性の結婚年齢としても最適だった。

　王家と公爵家という身分差はあるものの、相手が第二王子の大公ならばさほど問題はないだろう。

　それなのにレオナが顔を青ざめさせるほどこの求婚に抵抗を感じるのは、相手がマリウスだからに他ならなかった。

　レオナはマリウスのことをよく知っていた。

　何せ彼とは半年も共に暮らした仲なのだ。今から九年前、他国と戦争をしていたヴァント帝国は帝都に戦火が及ぶのを危惧し、幼い王子たちを友好国であるアーホルン王国へと避難させた。そのときマリウスが預けられたのが、ブレトリウス公爵家だったのだ。

　年の近かったレオナとマリウスはすぐに仲良くなり、共に楽しい日々を過ごした。

　けれど、そんな懐かしい思い出も今のレオナにとっては胸を痛めるだけだ。

『……嘘つき、お前なんか大っ嫌いだ』

　もう九年も前のことなのに、あの日のマリウスの言葉が今も鮮明に耳に蘇る。

　レオナは手紙の置かれているテーブルを前に、ソファに座って顔を両手で覆った。

（マリウス……私にはあなたの心が分からないわ）







＊＊＊








　――九年前の夏。

　ブレトリウス公爵家の屋敷に、小さな客人がやって来た。

「レオ、マリウス殿下がおみえになったわよ。ご挨拶なさい」

　中庭で犬と遊んでいたレオナは母親に呼ばれ、渋々と屋敷の中へと戻っていった。

　この屋敷にヴァント帝国の王子が来ることは前から聞かされていた。けれどレオナは、彼を迎えなくてはいけないせいで、せっかくの夏だというのに旅行にも行けないことを不満に思っている。

「ねえ、帝国の王子様はいつまでうちにいるの？　王子様が帰ったら旅行に行ける？　僕、今年も湖で泳ぎたいよ」

　母・ベルタのドレスの裾を掴みながら、レオナは口を尖らせ駄々を捏ねる。そんな娘の様子にベルタは呆れたように溜息を吐くと、ドレスを掴んでいた手を離させた。

「いい加減になさい。ヴァント帝国の皇帝陛下はアーホルン王国を信頼してマリウス殿下を我が家にお預けになったのよ。これはとても光栄で重大なことなのです。別荘へ遊びにいくより、ずっと我が国のためにも、あなたのためにもなることよ。さあ、分かったらきちんとご挨拶をして」

　まだ子供だったレオナには国同士の難しい話など分からない。せっかくの夏にバカンスに行けない方がよっぽど大問題だった。

　納得のいかないまま膨れっ面で母の後ろについていき、応接間へと入っていく。部屋には父や侍従長の他にマリウスの側近と思わしき大人たちが揃っていて、その中央に軍服姿の少年が立っていた。

　ブルネットの短い髪に、琥珀色の瞳と鋭い目つき。歳はふたつ年上で十二歳と聞いていたが、背はレオナとそれほど変わらないように見える。

　初めての場所で緊張をしているのか、唇を引き結んでいるマリウスの顔は切れ長の目の印象もあって、レオナの目には少し怖く映った。

（帝国の王子様だからって、威張りん坊だったらやだな）

　母の影に隠れながらおそるおそる近づいていったレオナは、母に腕を掴まれ強引にマリウスの前に押しやられる。

　その瞬間、レオナの存在に気づいたマリウスの瞳が大きく見開いた。

「マリウス殿下、ご紹介いたします。娘のレオ――」

　レオナを紹介しようとしたベルタの言葉を、マリウスの感激の声が掻き消した。

「うわっ、やったあ！　この屋敷に子供いたんだ！　よかったあ、大人ばっかじゃ退屈で息が詰まるとこだったよ！」

「えっ？」

　予想外の反応にレオナがキョトンとしていると、マリウスが目の前までやって来ていきなり手を掴んだ。

「挨拶終わり！　行こうぜ！　この屋敷の中、案内してくれよ」

「えっ……ちょ、あの」

　レオナの両親や側近たちが目を丸くする中、マリウスはレオナの手を強引に引いて部屋から出ていってしまった。

　手を引かれるまま廊下を走り角を曲がったとき、ようやくマリウスは足を止めてレオナを振り返った。

「これからしばらくお前の屋敷にやっかいになるけど、よろしくな。仲良くやろうぜ」

　白い歯を見せて屈託なく笑う彼の顔を見て、レオナの胸がワクワクと弾みだす。どうやら帝国の王子様は威張りん坊でもなければ怖い奴でもないようだ。それどころか人懐っこく、たちまち友達になれそうな予感がした。

「俺はマリウス。殿下とか王子とか堅苦しい呼び方はするなよ。お前は――レオだっけ」

　尋ねられて、一瞬レオナは返答に詰まる。

『レオ』は男の名だ。つまり彼は、レオナを男だと勘違いしている。

　けれどそれも仕方がなかった。レオナは男もののシャツに上着、脚衣という少年の格好をしていたのだから。

　レオナの両親は結婚してからなかなか子ができず、年をとってからようやく授かったのが女児のレオナだった。

　けれどどうしても男児が欲しかった母のベルタは、レオナに戯れで男の格好をさせるようになった。髪を短く切り男物の服を着せ、『レオ』と男の名で呼び、サーベルや馬の手綱を握らせた。

　活発な性格だったせいか、レオナもドレスでおしとやかにすることより脚衣で駆けまわることを好み、今では公式の場に出るとき以外はいつも男の格好をして過ごしている。

　そんなふうに男児のように育てられたレオナを、初対面のマリウスが男と勘違いするのは無理もなかった。

（ま、いいか）

　レオナも深くは考えず、微笑んで頷く。まだ女としての自意識が芽生えていないレオナにとって、性差は大した問題ではなかった。むしろ男扱いされた方が、彼と気兼ねなく遊べると思ったのだった。

「うん、僕はレオ。よろしくね」

　そう言ったレオナにマリウスは手を伸ばすと、頭をグリグリと撫でてきた。

「嬉しいなあ、弟ができたみたいだ。俺、弟が欲しかったんだよな」

　少し乱暴な手に撫でられながら、レオナは再び胸を弾ませて確信を得る。

　彼とはいい友達に――いや、親友になれそうだ、と。






　レオナの予感は当たった。

　マリウスはよき兄貴分であり、誰より信頼できる友人になったのだから。

　彼はレオナ以上に活発な性格だった。足も速ければ木登りも得意で、馬に乗るのも上手い。すでに竜騎隊の大隊長に任命されているのが自慢で、整列の仕方や号令のかけ方を演じて見せてもくれた。

　レオナはマリウスがサーベルを掲げ馬に乗る姿が好きだった。パレードで騎馬隊を見たことはあるけれど、マリウスの方がずっとずっとカッコいいと思う。

　マリウスには不思議な魅力があった。王子でありながら人懐っこく誰に対しても人当たりがいいのに、王族である品格は損なわない。馬上で指揮を演じる姿は子供とは思えないほど凛々しく勇ましく、レオナは胸を高鳴らせながら何度も見とれるほどだった。

「マリウス、すごくカッコいいね。僕の国のどの軍人さんよりも、マリウスが一番カッコいい」

　頬を赤らめ興奮した様子で伝えるレオナに、マリウスは嬉しそうに顔を綻ばせて馬から降りた。

「お前だって馬に乗るのは得意なんだから、大きくなったら軍人になって俺の軍に志願しろよ。うちの国の竜騎軍に入れ。同盟を組んでる国同士ならできるはずだぞ」

　そう言って頭を撫でられて、レオナは微笑んだまま口ごもってしまう。当然だけれども、女であるレオナは従軍できるはずもないのだから。

　マリウスがこの屋敷に来て三ヶ月が経つが、未だに彼はレオナを男だと思っていた。

　最初は、楽しく遊べれば男と女どちらに思われようが関係ないと考えていたレオナだったけれど、最近は戸惑うことが増えてきた。

　マリウスと楽しい時間を過ごし、彼のことをどんどん好きになるたびに、自分が女であることを妙に意識してしまうのだ。

　十二歳という大人の階段を登り始めているマリウスは、時々ハッとするほど男らしい一面を見せる。

　彼がサーベルを握る手はゴツゴツしているし、腕の太さもレオナとは全然違う。外で遊んだあと、無防備にシャツを脱ぎ汗を拭く彼の身体は筋肉がつき引き締まっていて、それを見たレオナはどうしてかソワソワした気持ちになった。

（僕とマリウスは全然違う。やっぱり僕は女で、マリウスは男なんだ……）

　夜になり、レオナはひとりになった寝室で服を脱ぎ姿見に自分の全身を映す。

　細くて華奢な腕に、筋肉のないなめらかな胸とお腹。今でさえ彼の身体とはこんなに違うのに、これから先レオナの身体は丸みを帯びもっと女性らしくなっていくのだ。

　あと五年……いや、三年もすれば、どんな格好をしていても女にしか見えなくなるだろう。

　はたしてそのとき、マリウスはどう思うのだろうか。

（僕が女っぽくなっちゃったら、マリウスはもう仲良くしてくれないかな）

　そんな未来を想像して、胸がツキンと痛む。

（ずっと友達でいたい。いつまでもマリウスの一番の友達でいたいよ）

　彼のことを考えて思い悩む時間は、初めての胸の苦しさをレオナに教えた。

　共にずっといたいと願う気持ちも、自分とは全然違うマリウスの身体を見て胸が落ち着かなくなる気持ちも、女だからこそ抱く想いなのだと、幼いレオナはまだ知らない。






　マリウスと共に冬を迎え、新しい年が明けた頃。

　ヴァント帝国の戦争が終わったという報せが、ブレトリウス公爵家の館に届いた。

　戦争は帝国側に有利な条件で停戦条約を結ぶことができ、間もなく軍隊も帝都へ帰還するという。

　吉報にブレトリウス公爵家は沸いたが、レオナは複雑な表情を浮かべずにはいられなかった。

「……よかったね、マリウス。やっと国へ帰れるんだね」

　大人たちが大喜びする広間の片隅で、レオナは俯きながらマリウスに声をかける。

　口では祝福と労いを述べるけれど、上手に笑うことができない。

　マリウスの国が平和になったことを喜ぶ気持ちは本物なのに、彼との別れがいよいよ訪れるのだと思うと涙が零れそうだった。

　顔を上げられないでいると、マリウスはレオナの短い髪をクシャクシャと混ぜるように頭を撫でてきた。

「馬鹿、泣くな。俺が国へ帰ったって、俺たちは一番の友達だろ。また会える」

　そう明るく言うマリウスの声も、いつもと違う鼻声だった。

　そっと顔を上げたレオナの瞳に映ったのは、鼻の頭を赤くし、涙をこらえて微笑むマリウスの姿。

「それに約束したもんな。大人になったらレオは俺の軍に入るって。必ずだぞ。お前は馬の扱いは上手いから、俺の側近部隊に入れてやる。だからそれまでに、もっと乗馬の腕を磨いておけよ」

　ニッと白い歯を見せて得意そうに笑うマリウスの笑顔が、レオナは大好きだった。けれど今日はその笑顔が胸に痛くてたまらない。

　彼は変わらぬ友情を誓って未来の約束を紡いでくれたのに、女である自分はそれを守ることができない。

「マリウス……」

　どうすればいいのか分からないまま彼の名を呼びかけたとき、レオナの父がパンパンと大きく手を打って注目を集めた。

「さあさあ、明日は殿下のご帰還日。今夜はヴァント帝国の終戦と殿下のご帰還を祝して盛大なパーティーを開きましょう。さあ、屋敷の者たちは準備を」

　公爵の合図で広間はさらに明るい声に沸き、侍従や女中らはせわしなく準備に取り掛かり出した。

　レオナとマリウスもパーティーの準備をするためそれぞれ侍従と侍女に連れていかれ、結局レオナは彼の約束に言葉を返すことができなかった。






「綺麗ですよ、レオ様……いえ、レオナ様」

　身支度を整えられたレオナは、鏡に写った自分を見て眉根を寄せる。

　そこに映るのは男の格好をしたいつもの自分ではなく、ロングヘアのかつらを被せられリボンを結ばれ、フリルがたっぷりついた菫色のドレスを着せられている愛らしい少女だ。

　今夜のパーティーはヴァント帝国の終戦を祝す盛大なものだ。マリウスの側近や大使はもちろん、ブレトリウス王家からも参加者がくる。

　そんな公の場ともなれば、レオナもかしこまったドレスを着るのが当然だ。

（……どうしよう。マリウスに男の子じゃないってバレちゃう）

　否が応でも彼に女であることが知られてしまうと思うと、足が竦んだ。

「ねえ、お母様。いつもの格好じゃ駄目？　僕、男の格好で出たい」

　無理だと思いながらも駄々を捏ねれば、案の定、首を横に振られる。

「今日はブレトリウス王家の方もいらっしゃる大切なパーティーなのよ。正装でお迎えしなくては失礼でしょう」

「だったら僕、出たくない。夜のパーティーは子供は参加できないって、お母様いつも言ってたでしょう。だから今夜も僕は自分の部屋にいる」

「まあ。今夜はマリウス王子とのお別れを惜しむパーティーでもあるのよ。あなたがマリウス王子と仲がよかったからと、お父様が特別に出席を許してくださったのに。冷たいことを言うんじゃありません」

　レオナの胸の内など知らず、ベルタは厳しくそう言い切る。

　レオナが戸惑っている間にも準備は着々と進み、ついにパーティーが始まる二十一時の鐘が鳴った。






　クリスタルシャンデリアと鏡に囲まれた広間は、光と、楽団の奏でる音楽に溢れていた。

　初めて公のパーティーに出席させてもらったレオナは、会場の明るさと着飾った女性たちのカラフルさに、目が眩みそうになる。

　母に連れられ客人への挨拶をさせられたレオナは、それが済むとキョロキョロと会場を見渡した。

（マリウス、どこだろう……）

　すると、会場でひときわ賑わっている人だかりが目にとまった。近づいてみると、その中心に本日の主役であるマリウスを見つけた。

　今日は彼もフロックコートで正装をし、王子らしく身なりを整えている。普段はやんちゃな少年そのものなのに、今夜の彼は優雅で落ち着いた態度で客人たちと話をしていた。

（すごい。マリウス、偉い大人たちと対等におしゃべりしてる。なんだか大人みたい）

　今まで知らなかった彼の一面を知って、またしても胸が疼く。

　いつもより大人びて見える彼にうっかり見とれていたときだった。

「さあ、ワルツが始まるわ。殿下にダンスのお願いをなさい」

「あっ……」

　母に手を引かれ、心の準備もないままマリウスの前へと押しやられた。

　大人たちの間から小さな女の子が割って入ってきたことに、マリウスの目が向けられる。

　レオナが俯いているせいで、彼はまだ少女が誰かに気づいていない。

「こんばんは、リトル・プリンセス。どちらのお嬢さんかな。顔を上げて見せていただけませんか？」

　紳士的にかけられた声に、レオナは胸の前で手を握りおずおずと顔を上げる。すると、じっと向けられていたマリウスの目が、驚きに大きく見開いた。

「……レオ……？　なんでお前……」

　さっきまでの紳士で大人びた口調も忘れ、マリウスは動揺を露にする。

　たまらずレオナはここから逃げ出したいと思ったけれど、母に背を押しやられて「さあ」と促されてしまった。

「マ、マリウス……殿下。わ……私と一曲、踊っていただけませんか……？」

　可愛らしい姫君の誘いに、周りの大人たちは頬を緩ませ「これはお似合いだ」などと好き勝手に囃し立てる。

　その中でマリウスの側近が「レオ様……、いや、今宵はレオナ様とお呼びすべきですね。レオナ様のドレス姿を最後に見ることができて光栄ですね、殿下」と言ったのを聞いて、マリウスの顔色が変わった。

　驚きを通り越しショックを受けているその表情に、レオナの胸が痛む。

　いたたまれなくてこの場から逃げ出したくなったとき、楽団がワルツを奏でだした。

　マリウスは表情を隠すように俯くと、王子らしい上品な所作でレオナをエスコートし広間の中央まで行く。そして音楽に合わせ彼女の手と腰をとり、優雅に踊りだした。

　ダンスのレッスンはすでに受けているものの、公の場で踊るのはレオナは初めてだ。足を縺れさせないように必死に動かし、マリウスに身体を寄せる。

　広場の真ん中で踊る小さな王子とプリンセスを、大人たちは温かな目で見つめた。子供とはいえ、凛々しく品格溢れる王子と清純な美貌を持つ公女のダンスは魅力的で、自然と人目を引いた。

　けれど、ずっと黙ったままでいるマリウスに、レオナの身体は緊張でどんどん強張っていく。

　謝らなくてはいけないと思うのに、喉がつっかえているようで声が出てこなかった。すると。

「……俺だけだったんだな。お前が女だって知らなかったの」

　ポツリと、マリウスが呟いた。

　隠すつもりはなかった。べルタだってレオナを娘として紹介しようとしていたし、話を遮ってしまったのはマリウスの方だ。

　けれどそのあと、男であることを否定しなかったのはレオナだ。

　彼を騙していた罪悪感に囚われ、レオナはますます声が出せなくなる。

「ご……ごめ……」

　それでも謝罪しようと唇を震わせながら声を絞り出そうとしたとき、ワルツが終わった。

　遠巻きに見ていた大人たちはふたりに向かって、温かな拍手を送る。

　密着していた身体を離しレオナが顔を上げると、瞳に映ったのは頬を紅潮させ泣きそうな表情でこちらを見つめるマリウスだった。

「……嘘つき。お前なんか大っ嫌いだ」

　レオナにしか聞こえない小さな声で、マリウスは確かにそう言った。

　彼はそのまま優雅にお辞儀をすると、さっさと広間の中央から去り歓談の場へと戻ってしまった。

　残されたレオナもここから去ろうと思うのに、身体が凍りついたみたいに動かない。

　様子のおかしな娘を心配して駆け寄ってきたベルタに、レオナは倒れ込むようにしてしがみつく。

「どうしたの、レオナ。初めて人前で踊って緊張してしまったの？」

　宥めるように背を撫でてくれる母の胸に顔をうずめながら、レオナは声もなく泣いた。

　何よりも大切な宝物が粉々に砕け散ってしまったような気分だった。胸が苦しくて、痛くて、つらくてたまらない。

（マリウスに嫌われた……私が嘘をつき続けたせいで、マリウスを傷つけて……）

　この夜、レオナはたくさんの胸の痛みを知った。自分への失望、マリウスへの罪悪感、かけがえのない友情が壊れた悲しみ、そして――初恋が散ったつらさを。
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「マリウス……」

　九年前のあの夜のことを思い出して、レオナは痛む胸をキュッと手で押さえる。

　あれからレオナとマリウスはひと言も言葉を交わすことなく別れた。

　そしてレオナはその日を機に、二度と男物の服に袖を通すことはなくなった。マリウスを欺き傷つけた格好など二度としないと決めたのだ。

　それから年月が経ちレオナは社交界デビューもしたけれど、マリウスに合わせる顔がなくて彼が参加しそうな舞踏会や夜会は避けている。

　それでも一度だけ彼のいる舞踏会に出てしまったことがあったが、声をかけるどころか近づくこともできなかった。

　けれど、そのとき遠目に見た彼の姿は今でもよく覚えている。二年前のことだ。マリウスはクールな美貌の青年大公になっており、たくさんの羨望の眼差しを浴びていた。

　昔はレオナと大差のなかった身長もすっかり伸びて、会場にいるどの男性より高身長だった。軍人としても活躍していると噂で聞いていたけれど、体格もりっぱになっていた。肩幅は広く胸は厚く、服の下には逞しい筋肉を纏っているのが窺える。このときの彼はフロックコート姿だったが、帝国の軍服姿がさぞかし似合いそうだと思った。

　子供の頃よりさらに凛々しく男らしくなったマリウスに、レオナはしばらく釘付けになった。昔の想いが再燃したかのように、鼓動がトクトクと早まる。

　けれど自分は彼に失望され嫌われているのだと思うと途端に胸が痛くなり、レオナはすぐに踵を返すと会場を後にしたのだった。

　それ以来、レオナはマリウスの姿を見ていない。彼が結婚していないという話は小耳に挟んでいたが、自分には関係のないことだと思っていた。

　アーホルン王国とヴァント帝国は友好国だが、間違ってもマリウスが自分を妃の候補にすることなどないのだから。

　そうして十八歳の誕生日を迎えた頃から、レオナにはチラホラと結婚話が持ち上がるようになってきた。

　ブレトリウス公爵家的にあまり良い縁談ではなかったため父が断り続けていたけれど、レオナはぼんやりと自分はきっと数年のうちに誰かのもとへ嫁いでいくのだろうと考えていた。

　そして十九歳の誕生日の一ヶ月前――。いったいどうしてこんな展開を予想できようか。

　両親に呼ばれ居間に入ったとき、父と母は喜びに顔を紅潮させて言ったのだ。

「レオナ、喜びなさい。ヴァント帝国のマリウス大公から、お前に求婚の手紙が届いた」と。

　レオナは耳を疑った。そして何かの間違いだと笑って首を横に振ったけれど、手渡された手紙を見て驚愕した。

　それは悪戯でも幻でもない、マリウスからの手紙。レオナをぜひ我が妻にと、彼の直筆で綴られている。

（嘘……だってマリウスは、私を嫌っているはずよ）

　唖然としたまま手紙を見つめるレオナに、父は満足そうに何度も頷きながら口を開いた。

「素晴らしい縁談だ。これは両国の友好に繋がる大変に重大で名誉な話だ」

　それを聞いてレオナはハッとした。

　アーホルン王国とヴァント帝国が友好国となったのは、二十年前にアーホルンの王女がヴァントへ嫁ぎ皇后となったからだ。しかし三年前、皇后が逝去し両国間の婚姻による結びつきは絶たれていた。

　大陸中で属国を賭けた小競り合いが続いているここ近年。アーホルンとヴァントが改めて婚姻を結び、繋がりを強くしておきたいと考えていることは、公爵家の娘であるレオナも薄々感じとっていた。

　しかし現在ブレトリウス王家には女児がいない。両国の結婚による政策は無理かと思われていたが――白羽の矢は王家の流れをくむ公爵家のレオナへと向けられたようだ。

　王家ではなく公爵家が相手では、さすがに皇太子の妃候補にはならなかったのだろう。けれど次男の王子、大公の妃ならば問題はない。

　つまりこれはアーホルン公爵家令嬢とヴァント帝国大公に課せられた政略結婚なのである。それがレオナとマリウスだったのは、偶然に他ならない。

　数奇な運命に、神様はなんて皮肉なことをされるのだろうとレオナは思う。

　この結婚で両国の絆が深まるのは確かだ。けれどレオナとマリウスは幸せにはなれないに違いない。

　マリウスはレオナを嫌っているのだ。いや、彼の純粋な友情を踏みにじったとして、憎んでさえいるかもしれない。

「どうして……マリウス……」

　不幸な未来しか見えないことに悲観して、レオナは両手で顔を覆って嘆く。

　マリウスが好きこのんでこの縁談を呑んだわけではないことぐらい容易に窺える。大公という立場上、仕方なかったに違いない。

　彼は公の場ではレオナを妃として扱うが、決して愛してはくれないだろう。

　夫に愛されないと分かっているだけでもつらいが、相手がマリウスだということがいっそうレオナを悲しみに沈めていた。

　砕け散ったレオナの初恋は、粉々になりながらも今もまだ胸の奥で燻り続けている。

　あれからもう九年が経とうというのに、彼以上に胸ときめかせる男性に出会えたことがなかった。それどころか幼い頃の思い出や、二年前に見た彼の姿を思い出すだけで胸が苦しくなるのだ。

　自分はまだマリウスに恋をしているのだと、レオナは思う。

　それなのに彼に蔑まれた目を向けられながら、一生隣にいなければいけないなんて、まるで拷問だ。そのうえ、もしかしたら愛せない妻の代わりに彼が愛人を持つ可能性だってある。

　そんな絶望的な未来を想像して、レオナはゾッと背を震わせた。

「お父様……私……」

　この縁談だけは嫌だと口を開きかけたけれど、父はそれを遮るようにきっぱりと言った。

「これは両国の国益に繋がる結婚だ。大公妃といえど責任は大きい。それを自覚するのだぞ、レオナ」

　王侯貴族は親の決めた相手との結婚が当たり前の時代、ましてやこれは両国の友好がかかっている結婚なのだ。わがままで断るなどあり得ないことをレオナは悟る。

「……分かりました、お父様」

　レオナは俯きながら、悲劇でしかないこの結婚を承諾した。

















第二章　幸福と切なさの輪舞












　求婚の手紙が来てから半年後。

　いよいよレオナの輿入れが始まった。

　マリウスとは国境にあるニデラ城で対面し結婚同意書にサインすることになっている。その後、ヴァント帝国の王宮まで共に向かい、翌日に王室礼拝堂にて結婚式が執り行われる予定だ。

　アーホルン王国とヴァント帝国は陸続きで隣接しているため、公爵家からは馬車で二日も掛からず国境まで行ける。旅が短いことはありがたいが、レオナはいっそ馬車が逆方向に進んで永遠に国境に着かなければいいのにと思った。

（こんな暗い気持ちで輿入れする花嫁なんて、他にいるのかしら）

　世の中に気の進まない政略結婚は数あれど、処刑されに向かうような気持ちの花嫁は自分だけではないかと、レオナは金の装飾で飾られた輿入れ用馬車の中で溜息をつく。

　しかし花嫁の憂鬱な気持ちとは裏腹に空はよく晴れ、馬車は滞りなく進み、沿道では大勢の人がブレトリウス公爵家令嬢の結婚を笑顔で祝し、このうえなく素晴らしい結婚日和だった。

　ニデラ城に到着したレオナはまず、控えの間で婚姻儀式用の衣装に着替えさせられる。金糸の蔦模様が入ったペティコートと黄金のローブ、それに同じく金色のリボンのチョーカーとヘッドドレスを飾られたレオナは、自身のブロンドと相まってまるで光の妖精だ。

　ぱっちりとした青い瞳が黄金に囲まれたサファイアのようで、着替えを手伝った侍女たちが「世界にひとつしかない宝石でできたお人形のよう」と口々に褒め称えた。

　そして身支度を終えたレオナは、いよいよマリウスの待つ大広間へと通される。

　金細工の施された巨大な扉を前に、レオナの胸が緊張で爆発しそうなほど激しく脈打つ。

　侍従がふたりがかりで大扉を開いた瞬間、レオナは思わず目を閉じてしまった。そして恐る恐る開いた双眸に映ったのは――帝国竜騎隊将官の儀典服である緑の軍服に金色の腰帯を巻き、金房のついたサーベルを腰から下げた凛々しい長身の青年だった。

　レオナはさっきまでの憂鬱な緊張も忘れて、思わず見入ってしまう。

　マリウスは二年前に見たときよりさらに魅力を増していた。男らしい逞しさや、切れ長の目が特徴的な整った顔立ちはそのままに、大人らしい余裕と蠱惑さが備わった気がする。

　きっと将官として幾つもの戦場へ行き、様々な経験をしたのだろう。レオナよりふたつ年上の二十一歳とは思えないほど堂々とした落ち着きがあり、王族らしい威厳が充分に感じられるほどだった。

　しばらくマリウスを見つめてしまったレオナは、彼の琥珀色の瞳が自分に向けられていることに気づいてハッと我に返った。

　そして慌ててローブの裾を持ち頭を下げると、儀式の手順に則ってマリウスの隣に並び、結婚同意書の置かれている祭壇の方を向いた。

　マリウスの後に続いて、レオナは緊張で手が震えそうになるのを必死にこらえながら結婚同意書にサインをする。

「これにて両国合意のもとふたりは夫婦となり、バウムガルド家とブレトリウス家は新たな絆を結びました。神の祝福のあらんことを」

　司教が声を高らかに宣言すると、広間にいた両国の大臣や大使、聖職者らから拍手が起きた。

（……これで本当にマリウスの妻になってしまったのだわ）

　改めてそんな思いが湧き上がり、レオナはちらりと横目でマリウスを見やる。するとその視線に気づいたのか、まっすぐ前を向いていたマリウスが同じように横目でレオナを捉え、微かに口角を上げた。

（え？）

　自分に向かって微笑まれたような気がして、レオナの心臓がドキリと跳ねる。

　けれどそれは一瞬のことだったので、レオナには彼の笑みが気のせいだったのか現実だったのかは分からなかった。
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　結婚に関する儀式はすべて手順が厳格に決められ、マリウスとレオナは自由に振る舞うどころか、決められた挨拶以外は口にすることもできない。

　結婚同意書へのサインが済んだ後は、新たにヴァント帝国大公妃になったレオナへ、大臣や大使、侍従や侍女などの紹介と挨拶が続く。さらにその後は儀式に則った形の昼食会が開かれ、マリウスがレオナとようやく言葉を交わせたのは、帝都へ向かう馬車に乗ってからのことだった。

「久しぶりだな、幼なじみ殿」

　やっとふたりきりになれた空間で、マリウスは親愛の気持ちを込めてレオナにそう呼びかける。うっかり顔がだらしなく綻びそうになるのを必死に抑えながら。

　マリウスは上機嫌だった。大好きな親友で初恋相手の幼なじみが、目も眩むような可憐な淑女となって自分の前に現れたことに。

　しかも彼女は今日から自分の妻なのだ。思い出を語る時間も、昔を懐かしみながら共に遠乗りする時間も、男女として愛を育む時間も、これから何十年もある。そう考えるだけで彼は幸せな心地になり、頬が勝手に緩んでしまいそうだった。

　なんの話からしようか。宝物のような思い出話、それともふたりの未来について。いや、それよりも黄金のドレスに身を包んだ彼女の美しさを褒め称えることから始めなくては――。そんな風に胸高鳴らせながら口を開きかけたマリウスは、目の前の席に座るレオナが明らかに戸惑いの色を浮かべていることに気づき、口を噤んだ。

（……いかん。九年ぶりの再会だというのに、馴れ馴れしかっただろうか。こんなことではまたヴィムに口煩く言われてしまうな）

　ヴィムはマリウス付きの侍従だ。昔は彼の傅育官ふいくかんだったこともあり、今でも何かと口煩い。

　マリウスは王家の一員としてそれなりに立場を弁えて振る舞ってはいるが、本当は堅苦しい儀礼は苦手だ。気障な台詞を吐かねばならない舞踏会も好きではないし、できることならずっと軍の司令部にいて兵士仲間と一緒に馬に乗っていたいとさえ思う。

　そんな、少年の心を持ったままのマリウスを、三十歳年上のヴィムはことあるごとに諫めた。『軍務も騎馬もいいですが、もっと落ち着きを持っていただかないと』『軍人である前にあなた様は王家の一員であるのですよ』とはマリウスが耳にタコができるほど聞かされた説教だ。

　今日も別の馬車に乗って同行している彼は、レオナとの顔合わせの前にマリウスに口煩く進言している。『九年ぶりに再会された殿下の言動がまるで子供のままでは、レオナ様はさぞかしがっかりされるでしょうね。夫として尊敬されるか否かは、本日の振る舞いに掛かっているのですよ』と。

（……確かに、今のは親しみを込めすぎて厳格さに欠けたかもしれん。俺は彼女より二歳も年上なんだ、頼れる威厳を見せなくてはな）

　ヴィムの言葉を思い出し反省したマリウスは、小さく咳払いをすると改めて口を開き直した。

「息災で何より。今日ここに我が国とアーホルン王国の絆が再び結ばれたことを、心より嬉しく思う。今日からは俺たちは夫婦だ。困ったことがあったらなんでも言ってくれ。夫として力になると誓う」

　女性に甘い言葉など囁いたことのないマリウスが、一生懸命に紡いだ愛妻への想いだった。けれどレオナが浮かべたのは、悲しみをこらえるようなぎこちない笑顔だった。

「殿下のお心遣いに感謝いたします。私も両国の友好のため、良き大公妃となるよう努めて参りたいと思います」

　レオナの言葉は大公妃として満点の返答だった。それなのにマリウスは妙な寂しさを覚えてしまう。

（なんだか……あまり嬉しくなさそうな言葉だな）

　九年前とは違う。互いに、もう軽口を交わし合う子供ではないのだと分かってはいるけれど、見えない壁ができてしまっているようで密かに落胆した。

　話したいことが沢山あって、結婚が決まったときから胸弾ませていたのに、今のマリウスは次の言葉を紡ぐことができない。

　結婚式典が済んだら一緒に遠乗りに行こうと誘いたかったのだけれど、目の前のレオナはまるでマリウスを避けるように窓の外を向いていて、とてもそんなことを言い出せる雰囲気ではなかった。

　ぎこちない沈黙がしばらく流れたとき、馬車がふいに停まった。

　マリウスが窓から顔を出しどうしたのか尋ねると、予定していた道が荒れていて通れないと護衛隊長が報告にきた。

「道を変更しよう。ここらの道は竜騎隊の軍事演習で通ったことがあるから、よく知っている。俺が指揮を執ろう」

　そう言ってマリウスはレオナに「お前は心配せず馬車に乗っていろ」と告げると、自分は馬車を降りてさっさと護衛隊の用意した馬に跨った。

　馬の背の上で、密かにマリウスはホッと息を吐く。

　本音を言えばふたりきりの馬車から降りたくなかったけれど、視線を向けてくれないレオナを前にするのも苦しかった。

　おそらく彼女は緊張して少し疲れているのだろう。そう考えてマリウスはレオナが落ち着けるよう、しばらくひとりにしてあげたつもりなのだ。

　けれど、すぐさま自分も馬に跨りマリウスに追いついてきたヴィムが、とことん呆れた顔をして言う。

「殿下、緊急時とはいえ花嫁をひとり馬車に残すなど何を考えてらっしゃるんですか。すぐにお戻りください」

　馬を並走させてまで小言を言いにきた側近に、マリウスは子供のようにムッと口を尖らせて反論する。

「言っただろう。ここら辺の道は竜騎軍の方が詳しい。俺が指揮を執った方が確実だ」

「本日のあなた様は竜騎軍師団長ではございません。バウムガルド家のご次男で花婿でございます。さあ、すぐにお戻りを」

「うるさいな。あと数十分走ればもとの道に戻れる。それぐらいの間、俺が指揮を執ったっていいだろ」

　指揮を執ると勇ましく馬車から降りたのに、側近に叱られてスゴスゴと馬車に戻るなんて。そんなみっともない姿をレオナに見せられるわけがないと、マリウスは内心憤る。

　頑なな王子の態度に説得を諦めたヴィムは、溜息をつきながら馬を下がらせていった。途中で大公夫婦用の馬車の窓からレオナの俯く姿を見つけ、さらに深いため息を吐きながら。
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　帝都へ向かう道に少し変更があったものの、結婚にまつわる儀礼式典はその後も順調に続いた。

　ヴァント帝国の王宮であるハルプクーゲル宮殿に着いてからも、レオナは皇帝一家や親類への挨拶に始まり、上位官職や有力貴族らへの挨拶、晩餐会と続き、マリウスと夫婦らしい会話のひとつも交わせないまま床に就くこととなった。

　故郷を離れ新しい土地での挨拶と堅苦しい式典の数々ですっかり疲れきったレオナは、ベッドに潜りようやく心と身体を落ち着けられた。結婚式は明日なので、今夜のレオナの寝床は客室だ。もちろんベッドもマットレスも極上のものを用意され、寝心地に不足はない。

　それなのにレオナはなかなか寝つけず、ベッドサイドの小さな灯りの下で何度も寝返りを打った。

（……マリウス……）

　瞼を閉じると思い出してしまうのだ。二年ぶりに見た凛々しい彼の姿、一瞬向けてくれたような笑み、そして――遠回しにこれが政略結婚であると告げた台詞と、無情にも花嫁である自分を置いて馬車から降りてしまった彼の後ろ姿を。

　今でも嫌われているのではないかとは危惧していたけれど、まさかあんなにあからさまに避けられるとは思っていなかった。

　馬車から降りたマリウスの背中を思い出し、レオナは込み上げてきそうになる涙を必死にこらえる。

　これからは彼にそんな態度をとられることが日常になるのだと思うと、レオナはとても穏やかな眠りにつくことなどできないのだった。






　翌日。昼の鐘と共にハルプクーゲル宮殿の王室礼拝堂で結婚式が行われた。

　昨日と変わって純白のドレスに身を包んだレオナは、清純を絵に描いたような美しさで、式の参列者に感嘆のため息を吐かせた。

　今日は婚姻用の白い盛服を着たマリウスと並んだ姿は実にお似合いだったが、昨日のことで彼にひどく嫌われていると思っているレオナの表情は明るくない。

　式は粛々と進み、指輪の交換のあと誓いのキスとなる。

（口づけしていただけなかったらどうしよう……）

　自信の喪失からそんな不安を抱いてしまったレオナだけれど、それは杞憂だった。

　手袋を外したマリウスの素肌の手がレオナの頬を包み、優しく顔を上向かせる。

　マリウスは唇が触れる直前まで琥珀の瞳にレオナを映し続け、その表情からは微かな緊張と真剣な様子が窺えた。そして、初めて触れた唇はとても優しく――丁寧に、柔らかに重ねられてから離れた。

（……マリウス……）

　思いも寄らないほど優しい口づけをされて、レオナは驚きと共に鼓動を逸らせる。顔が赤くなってしまいそうで焦っていると、向かい合うマリウスの頬も少し赤らんで見えた。

　優しいキスを与えられたことは、レオナの曇っていた気持ちを随分と明るくさせた。

　もしかしたら彼も昨日の行動をやりすぎたと思い、態度を軟化させたのかもしれない。

　そうならば嬉しいなと、朝から強張りっぱなしだったレオナの頬が緩む。

　もしもチャンスがあるのなら、彼との距離を縮めたいとレオナは願う。そしていつか九年前に傷つけたことを謝り、この恋心を告げたいと。

　昨日はもう取りつく島もない態度をとられて絶望さえ感じたけれど、今日のように形だけでも優しくしてもらえるのならば、前を向けそうだと思った。






　やはりマリウスは態度を軟化させてくれたようだ。

　昨日と打って変わって、今日の彼はレオナによく声をかけてくれた。

「疲れていないか？　少し休憩を挟んでも構わないんだぞ」

　儀式の合間に隙を見てそう気遣ってくれる彼の態度が、レオナは嬉しかった。例えそれが夫としての義務からの言動だとしても。

「大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

　レオナがそう言って微笑めば、マリウスも口もとに弧を描いて頷いてくれる。

　昨日の馬車の中で『一刻も早くここから逃げ出したい』と顔に書いてあった彼とは別人のようだ。

　婚礼の儀式はパレードに有力貴族への挨拶、晩餐会、舞踏会と忙しなく続いたけれど、気持ちの軽くなったレオナが笑顔を絶やすことはなかった。






　深夜零時の鐘が鳴り、王宮は夜の静けさを取り戻してゆく。

　舞踏会場からは客人が去り、レオナも湯浴みを済ませ夫婦の寝室へと向かった。

　いよいよマリウスとベッドを共にするのだと思うと、心臓がドキドキと早鐘を打ってやまない。それが初めて男性と肌を重ねる緊張からなのか、それとも相手がマリウスだからこんなに鼓動が逸るのか、レオナには判断がつかなかった。

　寝室の扉の前に立ったまま動かないレオナに、供についてきた侍女たちが怪訝そうな顔をする。

　レオナはこっそり深呼吸をすると意を決して扉をノックした。

「殿下、レオナです」

　扉に向かってそう呼びかけると、すぐに「入れ」と返事が来た。それを聞いて侍女たちが一礼をして去っていく。

　震えそうになる手でそっと扉を開くと、燭台に火を灯した控えめな灯りの中に、ガウン姿のマリウスが立っているのが見えた。

「……お待たせして申し訳ございません」

　彼の前まで行きこうべを垂れたレオナは、緊張のあまりそのまま頭を上げることができない。

　すると素肌の大きな手が伸びてきてレオナの頬を包み、ゆっくりと顔を上向かせた。

「硬くなるな。不慣れはお互い様だ」

　はにかんで言ったマリウスの言葉に、レオナはキョトンとする。

（マリウスが不慣れだなんて、まさか）

　女性に人気のあるマリウスが房事に不慣れだなんて、冗談だと思った。ましてや王族の男児は外で恥を掻かぬよう、年頃になると『お相手』が用意されるのが当たり前の世の中だ。

（きっと私があまりに硬くなっているから、緊張を解こうとして言ったのね）

　彼の気遣いに応えようとして、レオナは強張りそうな顔を無理やり微笑ませる。

　マリウスはそんな新妻を見て切なげに目を細めると、両手に包んだ彼女の顔に唇を寄せてそっとキスをした。

「ん……」

　結婚式のときと同じ、優しいキスにレオナの胸がジンと痺れる。

　泣きたくなるほど切ない気持ちが込み上がってきて、やっぱり自分はマリウスに恋をしているのだとレオナは強く感じた。

　重ねるだけだった唇は一度離れてから、今度は角度を変えてもう一度押しつけられる。さっきより深く重なったそれは、やがてレオナの唇を食むような動きを見せ、もう一度重ね直してから舌を差し込んできた。

「……っ、ん……」

　どんどん交わりが深くなっていく接吻に、レオナの心臓が爆発しそうなほど鼓動を早める。

　口腔に侵入してきた舌は、ためらいがちにレオナの唇の裏側や歯列をなぞり、それから絡めるように舌に舌を押しつけてきた。

「ん、ぁ……っ」

　どうしていいのか分からず、レオナはされるがままになる。けれどマリウスの舌がなまめかしく動くたび、冷たい熱がゾクゾクと背を駆け上がった。

　初めはレオナを気遣うように慎重に動いていた舌は、やがて劣情に背を押されるように激しくなっていく。

　マリウスはレオナの口腔のすべてを味わうように、舌をまんべんなく動かした。口蓋や頬の内側までねぶられ、くすぐったさにレオナはモゾモゾと身体を揺らす。

「ん、ふ……っ、う……んん」

　気がつくとレオナはマリウスの背に手を回し必死にガウンを掴んでいた。身体から力が抜けてしまいそうになるのをこらえるため無意識の行動だったのだが、それがマリウスの欲情に火を灯しているとは当然気づいていない。

「レオナ……」

　口腔をたっぷり堪能したマリウスは、今度は唾液ごとレオナの舌や唇を吸い上げる。何度も繰り返すその行為の合間に名を呼ばれ、そのたびにレオナは痛いほど胸を高鳴らせる。

　ようやく、とろけそうなキスの嵐から解放されたとき、レオナの顔は羞恥と恍惚に染まっていた。

　その表情を見たマリウスがコクリと小さく喉を鳴らし、急くようにレオナを抱き上げベッドへと運んだ。

「あっ……」

　ベッドの上に降ろされたレオナを組み敷くように、マリウスが身体を重ねる。

　体重をかけギュッと抱きしめたあと、マリウスはレオナの耳もとで囁いた。

「痛かったら言ってくれ。止められるかは分からないが……なるべく努力する」

　熱い息混じりの、余裕のない声だった。

　男性の性的興奮というものを初めて間近に感じ、レオナは少しだけ怖さも覚える。けれどそれでも、気遣ってくれようとする彼の心は伝わった。

　レオナは小さく「はい」と答えると、覚悟を決めるように目を瞑った。

　その返事を合図に、耳朶に舌が這わされる。耳朶をねぶり、食み、耳孔にまで舌を差し込まれ、レオナは驚くと共に全身をビクビクと戦慄かせる。

「っ、はぁあ……っん……」

　熱い吐息が止められない。耳なんて性交とは無関係そうな場所なのに、どうして愛撫されるとこんなに全身が痺れるのか不思議だった。

　レオナが初めての刺激に翻弄されている間に、マリウスの手が薄い夜着越しの胸にふれる。

　軍事練習で鍛えられた手は、甲がゴツゴツと骨ばり手の平は厚く男らしいが、それでも王族としての品格を損ねていない。

　長く綺麗な指が丁寧に胸の膨らみをなぞり、やがて指をうずめるように優しく揉みだした。女性として十分に育ったレオナの胸は彼の指を柔らかに受けとめ、手の平で揉まれると従順に卑猥に形を変えた。
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　ハァッと小さく嘆息して、マリウスは重ねていた身体を上半身だけ起こすと、レオナの夜着のリボンをほどく。

　胸元のリボンをほどき夜着を引き下げると、たわわな双丘がふるんっと震えてまろび出た。

　薄明かりに照らされた素肌の胸は清麗なほど白く、頂の実は未熟な果実のように薄赤い。

　生まれて初めて男性に胸を見られる羞恥に、レオナはキュッと唇を噛みしめた。

　マリウスの指先が胸の実を撫でるように転がす。レオナの反応を窺っているのかもしれないが、もどかしい動きが余計に恥ずかしい気がする。

「あ、……んん……」

　指で転がされ、軽く摘ままれ、弾かれているうちに、身体の奥がムズムズとし始めた。くすぐったいような、どうしていいか分からないその感触に、レオナはシーツの上でモジモジと身を捩る。

　すると、今まで指先だけで弄っていた胸の実をマリウスが乳暈ごと口に含んだ。感覚が昂ってきたところに突然熱い唇と舌で覆われ、レオナは「ひゃんっ」と甲高い声をあげてしまう。

　乳首をチュッと吸い上げられ、舌でねっとりと舐られ、身体の奥がますます疼きを強くする。

「あ、あぁ……っ」

　持て余す疼きをどうしていいか分からず、レオナはたまらずマリウスの頭を抱きしめた。このまま続けられては身体がおかしくなりそうで怖いけれど、やめてほしくない。不思議な感覚に翻弄される。

「マリウス……、マリウス……」

　心と身体がどうしようもなく切なくなって、レオナは息を吐くたびに彼の名を呼んだ。

　マリウスは愛撫を止めると抱きしめられていた腕から抜け出し、じっとレオナの顔を覗き込んだ。そして、いつの間にかレオナの目尻に溜まっていた涙を指で掬い、そのまま手の平で頬を包む。

「……怖いか？」

　彼に涙を拭われ、自分が泣いていたことに気づいたレオナは慌てて首を横に振る。

　確かに、初めて知る刺激に翻弄され自分がどうなるか分からない恐怖はあった。けれどそれはマリウスのせいではないし、ましてや愛撫をやめてほしいわけでもない。

「大丈夫……」

　小さく言うと、マリウスの顔がどこか安心したように綻んだ。それを見てレオナの胸が喜びに締めつけられる。

（こんなときでも心配してくれるなんて……）

　マリウスは重なるようにレオナの身体を抱きしめると、頬から首筋、鎖骨、そして胸へと唇を這わせていった。そして再び胸の頂に口づけをしながら、半端に脱げていたレオナの夜着を脱がせていく。

「あ……」

　一糸纏わぬ姿にされ、レオナは思わず身を縮めようとする。けれどマリウスの手が優しく腕を掴み、それを止めた。

「あまり、見ないで……」

　小声で言ってレオナは赤くなった顔を背ける。彼の琥珀の瞳が自分の裸を映しているのだと思うと、恥ずかしくて頭が沸騰しそうだった。

　マリウスはレオナの腕を掴んだまま何も言わない。そのことがレオナを不安にさせる。

（何を考えているの、マリウス……。私の身体があまり魅力的じゃなくて落胆しているのかしら……。それとも……私が〝女〟だということを改めて突きつけられて、複雑な気分になってしまったとか……？）

　長い沈黙にレオナがどんどん不安になってきたときだった。

「あっ……！」

　掴んでいた腕を離したマリウスが頭を下げ、レオナの臍にキスをした。

　くすぐったさに捩りそうになる腰を押さえられ、キスは臍から下腹、そして淡い茂みへと移っていく。

「や……そこは……」

　マリウスの端正な顔が、恥毛に鼻先をうずめてキスをしていると思うと頭がクラクラとした。性交のときは相手の身体の色々な場所にキスをすると話には聞いていたけれど、まさかそんな場所にまで口づけられるとは思わなかった。

　マリウスはレオナの太腿に手を掛け開かせると、さらに愛撫を進めていく。

「や、ぁあ……恥ずかしい……」

　ついに秘所の割れ目にたどり着いた唇が、舌を差し出し割れ目に沿ってなぞっていく。

「あぁあっ！」

　レオナの身体に初めて知る快感が走り抜けた。

　こんな感触は初めてだ。想像したこともない。用を足すときか湯浴みのときにしか触れたことのない場所を舌で舐められると、背徳的で、けれども抗えない愉悦に襲われた。

「……っ、は……ぁ、んっ」

　熱い息が上ずった声とともに口から零れた。恥ずかしくて腿を閉じたい気持ちと、もっと大きく開いてこの悦楽に身を任せたい気持ちがせめぎ合う。

　マリウスの熱い舌はゆっくりと味わうように割れ目を上下に辿り、やがて硬く尖って存在を主張し始めた陰芽を包皮ごと舌で包んだ。

「ひ、ぃっ……は、ぁあ……っ」

　疼くような快感の中に、神経の糸を弾かれたような激しい刺激が加わった。全身がジンジンと痺れ、我を失いそうになってしまう。

　敏感な芽を柔らかに舐めながら、マリウスの指が花弁を左右に開いたのが分かった。その瞬間、熱くてたまらなかった下肢の奥から何かがトロリと溢れ出ていったのを感じる。

（恥ずかしい……マリウスに何もかも見られてしまう）

　秘めた場所まで開かれ、これ以上ないほどの恥ずかしさに逃げ出したいほどなのに、どうしてかレオナの身体はいうことを聞かない。腿を閉じるどころか脚はガクガクと震え、力が入らなくなってしまった。

　マリウスは花弁を開きあらわになった珊瑚色の媚肉を丁寧に、けれどもだんだんと激しく舐る。時折聞こえる「ハァッ」という短い嘆息が、彼の昂る欲を表しているようだった。

「あ、あぁ……っ、マリウス……」

　背に汗を滲ませ、レオナは必死に息を吐きながら手元のシーツを強く掴む。

　下腹の奥が熱く疼いてたまらない。このままマリウスに快楽の果てまで連れていってほしいと、レオナは悦楽に酩酊する頭でぼんやりと思った。

「マリウス……、マリウス……っ」

　唇が我知らず彼の名を呼び、腰が勝手に淫らにうねった。言うことを聞かない身体に、レオナがもうどうしていいか分からなくなったとき、大きな快感が波のように押し寄せた。

「ふぁ、ああっ、あぁー……っ」

　腿がビクビクと震え、蜜孔と後孔がキュンキュンと収斂する。

　レオナが初めての絶頂を知り呆然としながら息を切らせていると、マリウスは腿の内側に吸いついて跡を残してから頭を上げ、紅潮した顔を微かに微笑ませた。

　その眼差しに愛おしさが込められているように感じたのは、レオナの気のせいだろうか。

　なんだか嬉しくて切なくて、レオナも汗にまみれた顔をわずかに微笑ませる。

「レオナ」

　吐息のような声で名を呼ばれて、泣きたくなるほど胸が絞めつけられた。

　愛する人にすべてを委ね肌を重ねることがこんなにも幸福で切ないことだと、レオナは初めて知った。

「マリウス……」

『愛してる』と言いたかったけれど、ためらって声には出さなかった。

　マリウスが今どんな気持ちを抱いているのかはわからない。彼にとってこの夜でさえもただの義務だと思っているのならば、自分だけ感極まって愛を告げるのはきっと迷惑な行為だろう。

　愛の言葉を飲み込んだ代わりに、レオナはおずおずと腕を伸ばす。抱きしめて欲しかった。夫婦の初夜なのだ、このくらいの小さなわがままならきっと許されるだろう。

　それを見てマリウスは腕を伸ばしかけるものの、いったん引っ込めて自分の着ていたものを乱暴に脱ぎ捨てた。

　それから改めて腕を伸ばし、ベッドで仰向けになっているレオナを包み込むように抱きしめる。

「ああ……マリウス……」

　初めて彼の素肌の感触を知って、レオナは幸福とときめきで溺れそうなほどだった。

　温かい肌にしなやかで硬い筋肉の感触。なんて男らしく力強いのだろうと、うっとりしてしまう。

　お互いに纏うものがないと、その体格差がよく分かった。首から顎にかけての男らしいライン、広い肩幅にたくましい肩回りと二の腕。胸も腹部も腿さえも硬く、自分の身体とは全然違うとレオナはつくづくと思った。

　子供のときから感じていた彼の男らしさを、触れ合うことで実感できたことが嬉しい。

　重なった胸から響く鼓動を感じながら、永遠にこのままでいたいと願う気持ちが湧き上がる。

　うっとりと酔いしれていたレオナは下腹部に熱く硬い感触を覚えて、マリウスが脚の間に自分の身体を割り入れていたことに気づいた。

（これって……マリウスの……）

　下腹部に当たっているのが彼の男性器だと理解して、かぁっと顔が赤くなる。それと同時にいよいよ破瓜を迎えるのだと自覚して、心臓がより強く脈打ちだした。

　マリウスはレオナの頬や耳にキスを落としながら、いきり立った雄茎の先端で花弁を擦る。互いの蜜が混じり合い、淫靡な水音が聞こえた。

「あ……や、ん……」

　達した後でまだ敏感になっている媚肉を雄の先端で弄られて、レオナの身体に再び熱い情欲の火が灯る。

　下腹の奥が疼き、全身に快感の波が広がりだしたとき。

「……挿れるぞ、レオナ」

　低く囁かれたその言葉とともに、収斂していた蜜口に大きな塊が進入してきた。

「――っ！」

　身体の中を押し広げられる圧迫感に、レオナは背をしならせ声にならない叫びをあげる。

　小刻みに抽挿しながらどんどん奥へと進んでくる塊に、レオナは圧迫感と痛みと恐怖で、たまらずマリウスの背中にしがみつく。

「……大丈夫だ、怖くない。俺に任せて力を抜くんだ」

　マリウスは何度も「大丈夫だ」と囁きながら、レオナの髪や頬を撫でたくさんのキスを瞼や唇に降らす。

「……っ、く……ぁ、う……」

　彼のくれる安心感にすがりながら、レオナは詰まってしまっていた呼吸を必死に整えた。

　恐怖心が薄れていくと、痛みと圧迫感の先に新たに知る愉悦を感じる。

（マリウスが私の中に挿入はいってる……マリウスとひとつに繋がってる……）

　自分の蜜孔の中に彼の雄があることを自覚すると、痛みで霞んでいた疼きが再び強くなった。キュッと蜜道が収斂し、彼の雄の形を肉襞に強く感じる。

「……っ！　レオナ……」

　マリウスが苦しそうに顔をしかめた。どこか痛いのだろうかとレオナが心配した刹那、マリウスは耳元に唇を寄せ小さく「馬鹿」と甘い声で囁くと、止めていた腰の動きを再開させた。

「んっ、あ……ぅん……」

　さっきよりも激しい腰の動きに、レオナは身を捩る。苦しいけれど、蜜洞を大きな肉塊が埋めるたびに疼きが満たされ、全身が熱くとろけそうになる。

「レオナ……」

　蜜孔を穿ちながら、マリウスが胸を揉みしだき乳頭を指でつまむ。胸の刺激と下腹の快感が身体の奥で結びつき、レオナは「ひぁっ」と嬌声をあげて腰を震わせた。

「これがいいのか」

　レオナの反応を見て、マリウスの指が乳頭を捏ねくり回す。指で挟んで転がし、力を込めてつまみ、指先で弾いた。そのたびにレオナの身体の奥が疼き、その疼きを雄杭の抽挿が満たしていく。

「あっ、あっ、あぁうっ」

　快感のループに翻弄され、レオナは額に汗を滲ませながら必死に喘いだ。勝手に腰が揺れてしまうのを止められない。

　抽挿はいつの間にか激しさを増し、雄茎が出入りするたびに生暖かい露が溢れるのを感じた。その雫が蜜口から垂れて後孔へ伝っていく感触にまで、レオナはゾクゾクと感じてしまう。

「あぁっ、駄目、ぇ……っ」

　レオナは白い喉を反らせて叫んだ。止まらない快感に下半身が壊れてしまいそうだった。足の指先と共に蜜孔に力が勝手に籠もってしまい、マリウスの肉杭を絞めつけてしまう。

「……くっ、レオナ……っ、一緒に……！」

　呻くように言って、マリウスはレオナの最奥まで突き上げた。そして根元まで引き抜いては再び奥まで突く激しい動きを繰り返す。

「やっ、あぁっ、あっ駄目、駄目なの……っ」

　大きすぎる悦楽の波に逆らえず、レオナは涙を零しながら喘ぐことしかできない。

「あっ、や、あぁあーっ……！」

　身体の奥で大きく膨らんだ快楽が弾け、レオナの全身の自由を奪った。腿はガクガクと震え、蜜道はキュンキュンと収斂し、叫んだ唇の端からは唾液が零れていく。

　頭の中まで真っ白になって、レオナは一瞬意識を手放した。

「……レオナ……、愛してる……っ」

　そのわずか数秒後、マリウスはレオナの最奥で精を放った。

　彼の精が胎内の肉襞に熱く広がる感触に、レオナは失いかけていた意識をハッと取り戻す。

　そしてまだ敏感になっている膣口からズルリと肉棒が引き抜かれる感触に肌を粟立て、快感の余韻に身体を小さく震わせた。

「マリ……ウス……」

　息を切らせながら、レオナは掠れる声で呼びかける。

　幸福だと思った。ずっと好きだったマリウスと夫婦になり、身体を結べたことが。

　彼に嫌われていることは怖かったけれど、愛する人の肌のぬくもりを知り、熱を分け合えたことは幸せに違いなかった。

　嬉しくて、レオナは微かに微笑む。

　するとマリウスはそんな彼女を見て、呆けたように呟いた。

「……変わったな。昔のお前と全然違う」

　その言葉を聞いて、夢心地に揺蕩っていたレオナの頭が一気に覚めた。

　途端にさっきまでの悦楽に酔い、淫らに喘ぎ、余韻に幸福を感じていた自分が恥ずかしくなってくる。

　マリウスにとって大切なのは、無邪気で純粋で同性の親友だった〝レオ〟だ。それなのに成長したレオは、初夜だというの快感に喘ぐ淫らな女の〝レオナ〟になってしまっていて、マリウスはきっと激しく落胆したに違いない。

「あ……」

　レオナは慌てて身体を起こすと、あらわになっていた肌をオーバーシーツで覆った。

「ごめんなさい、私……」

　大公妃としての義務である子作りに勝手に幸福を感じ、マリウスをまた落胆させてしまったと思うと、自分の浅はかさが情けなくて涙が出てくる。

　さっきまでの幸福が大きかった分、その反動は大きかった。自分でも驚くぐらい悲しくて、止めたくても涙がどんどんと溢れてきた。

「レオナ？」

　まさかレオナが泣いてしまうとは思わなかったのだろう。マリウスはギョッとした顔で「どうしたんだ？」と慌てふためく。

　レオナは「なんでもありません。……ごめんなさい」とマリウスに背を向けると、顔を覆って早く涙が止まることを願った。

　マリウスは戸惑っていたようだが、やがて何も言わずレオナをそっと後ろから抱きしめた。

（……優しいのね。本心がどうであっても、妻である私を突き放しきれない）

　マリウスのそんな不器用な優しさが嬉しくて悲しいと思いながら、レオナはハラハラと涙をこぼし続けた。

















第三章　棘のない花が傷つけるのは












　マリウスは悩んでいた。

　朝からずっと考えているのだが、納得のいく答えが出せないでいる。そう、昨晩のレオナの涙の理由だ。

（……精一杯優しくしたつもりだった。そりゃ、途中でちょっと夢中になりすぎた感はあるが、乱暴にはしてないぞ。何も間違ったことはしてないはずだ……おそらく）

　ひと晩経ってもマリウスには何故あのときレオナが泣いたのかわからない。

　そして性交自体に原因がないのだとすれば、それ以前の問題なのではないかという答えにたどり着いた。

（そういえば……再会した日の馬車でもレオナはよそよそしかった。もしかして……いや、そんなはずはないと思うが……まさか、俺はあいつに嫌われてるのだろうか？）

　愛する新妻に嫌われている――そんな恐ろしい考えにいきついて、マリウスはゾッと背筋を凍らせた。

「どうかされましたか、殿下？　顔色が優れぬようですが」

　顔を青ざめさせたマリウスはヴィムに声をかけられハッと我に返る。

　今日はマリウスたちの結婚を祝して開かれた王家主催の狩猟大会である。当然主役はマリウスで、青い狩猟服を纏い馬に跨った彼は、大勢の側近や客人と共に鹿を探しているところだった。

「なんでもない。大丈夫だ」

　気を取り直して手綱を握りしめるものの、当然憂いは晴れない。

　マリウスは森の側に停まっている馬車へチラリと目をやり、重く溜息をついた。

「……やはりレオナは来ないのか」

　狩猟は基本的には男性の娯楽だが、女性でも嗜む者はいる。マリウスはてっきりレオナも馬に跨って一緒に狩りをするものだと期待していた。

　ところが彼女は狩りをしないどころか、馬にも乗らないのだという。

　マリウスは密かに、けれども激しく落胆した。子供の頃は共に馬で遠乗りした仲なのだ。レオナの乗馬の腕前はなかなか達者で、大人になったらまた馬を並べて走らせることをマリウスは楽しみにしていた。

　その願いがあっさり潰えることを、マリウスはまだ認めたくない。

「もう一度声をかけてみる。きっと結婚早々、お転婆な妃だと思われたくなくてためらっているだけだ。気にするなと説得してくる」

　馬を方向転換させ、レオナの待機している馬車へ向かおうとするマリウスを、ヴィムは慌てて諫める。

「おやめください、殿下。無理強いしてはなりません。妃殿下のお気持ちを尊重なさってください」

「しかし……あいつは馬に乗るのが好きなはずなんだ」

　まさか狩りに出てこないのも自分を嫌っているからではないかと思うと、マリウスは居ても立ってもいられない。焦れながら馬の手綱を何度も握り直していると、うしろからクスクスと女の笑い声が聞こえた。

「失礼いたしました。マリウス様があまりに妃殿下のことを熱心に思われているので、なんだか微笑ましくなって」

　振り向いた先にいたのは、女性用の乗馬服に身を包み馬に乗った若い女性だった。栗色の髪を編み込み、トライコーンをかぶった姿は颯爽としており、上品な笑みと相まって好感が持てる。

「馬上から失礼いたします。レオナ様にお仕えすることになりました、ヴェロニカ・クライバーと申します」

　どうやら彼女はレオナの侍女のようだ。そういえば宮廷官にクライバー侯爵という男がいたなと思い出し、その夫人かとマリウスは理解した。

　ヴェロニカは巧みに馬を操るとマリウスの隣に並び、にこりと微笑みかけてくる。

「残念ですが妃殿下は乗馬はなさらないと硬くお心に決めているそうです。もしよろしければ、僭越ながら私がマリウス様にお供いたしますわ」

　そんな申し出をされて、マリウスは返答に困ってしまう。レオナと狩りを楽しみたかっただけで、別に女性と狩りがしたい訳ではないのだ。

　しかしヴィムが「ああ、それはよいですな。クライバー夫人の乗馬の腕前はなかなかだと聞きます。殿下、参りましょう」などと促すものだから、マリウスも無碍にはできなくなってしまった。

（まあ、レオナに無理強いしてますます嫌われても仕方がないしな。今日のところはあきらめるか）

　そう考え直し、マリウスはヴェロニカと共に馬を並べて森の奥へと入っていく。

　その光景をレオナが馬車から眺めていたとも気づかずに。






　しかし、マリウスはすぐにヴェロニカと行動を共にしてよかったと思った。

「まあ、そんなことで悩んでいらしただなんて。早くおっしゃってくださればよかったのに」

　レオナのことで悩んでいたマリウスは、思いきってレオナ付きの侍女であるヴェロニカに相談をした。もしかしたら自分はレオナに嫌われているかもしれないと。

　するとヴェロニカは頼もしく言ってくれたのだ。「私が必ずなんとかしてさしあげます」と。

　女性の扱いというものに疎いマリウスとしては、大助かりだった。もしレオナに嫌われていたとして、いったいどうすればいいのか見当もつかなかったのだから。

「これからは私が殿下にお教えしてさしあげます。女性の……レオナ様のお心を掴む方法を」

「ありがとう、クライバー夫人。恩に着る」

「では、どうぞヴェロニカとお呼びくださいませ。殿下のご友人として力を尽くせたなら光栄ですわ」

　そう言ってヴェロニカは馬上から手を伸ばし、マリウスの手に触れる。

　マリウスは「わかった。ヴェロニカ、きみの友情に感謝する」と頷いてから、「では、そろそろ行こう」と馬の腹を蹴り、すっかり遅れてしまった狩り集団に追いつくべく馬を走らせた。
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　結婚式から十日が経った。

　結婚にまつわる祝宴も大体が終わり、王宮も日常を取り戻しつつある。

　レオナも少しずつハルプクーゲル宮殿での生活に馴染み、大公妃としての公務にも慣れてきたように思う。

　肝心のマリウスとの関係も、大きな問題がないという意味では順調だろう。

　マリウスは相変わらずよく気遣ってくれる。共に公の場に出るときは優しく紳士的にエスコートしてくれるし、体調なども気にかけてくれていた。

　彼の言動は妻思いのよき夫のはずなのに、レオナが彼の心が測れないでいるのは初夜のことが尾を引いているからだ。

『昔のお前と全然違う』

　あの言葉が頭から離れず、どうしてもマリウスに対して萎縮してしまう。

（マリウスは良い夫でいようと努力してくれてる。けれどそれでも心の底では私のことが許せず、きっと苦しんでいるんだわ）

　そう思うと罪悪感といたたまれなさで、上手に彼と接することができなくなってしまうのだ。

　初夜から、マリウスとはほぼ毎晩ベッドを共にしている。

　彼は甘く、ときには激しくレオナを抱き、身体も気遣ってくれる。ただ何かを言おうとしては口を噤み、気まずそうに目を逸らすことが多々あった。そのことがますますレオナの心を不安にさせていた。

　書斎でひとり、読書をしていたレオナはやるせない溜息をつく。マリウスのことばかり考えていて、本の内容がちっとも頭に入ってきやしない。

　手にしていた本を閉じ、ソファから立ち上がろうとしたときだった。

　扉をノックする音が響き、返事をするとレオナ付きの女官が入ってきた。両腕に大きな花束を抱えて。

「これは？」

　驚いて尋ねると女官は嬉しそうに微笑んで答えた。

「マリウス大公殿下から、レオナ様へプレゼントだそうです」

　その言葉を聞いて、レオナは目をまん丸くして驚く。

（プレゼント？　……マリウスが私に……？）

　立ち尽くしているレオナに女官は花束を手渡し、ニコニコと笑って言った。

「素晴らしいですわ。ご結婚されてまだ十日しか経ってないのに、さっそくプレゼントを贈られるなんて。マリウス殿下はこの国一番の愛妻家ですわね」

　女官の称賛に、レオナはかぁっと顔を赤くする。

　彼が自分を愛していることはありえないと思っていたけれど、そうではないのだろうか。自分が考えすぎているだけで、彼の優しさは本当に妻を愛する気持ちからきているものだったのだろうか。浮かれた考えだとはわかっているけれど、この見事な花束を見ているとそんな期待が湧いてしまう。

「さっそくお部屋に活けましょうか？」

　女官の申し出を、レオナははにかんで断った。

「ありがとう。でも自分で活けるわ。花瓶だけ用意してもらえるかしら、大ぶりのをふたつね」

　せっかくのマリウスからの贈り物だ。自分の手で飾ってじっくりと愛でたかった。

　女官が花瓶を用意しにいっている間、レオナは花束をテーブルに置き、本棚からヴァント帝国の植物図鑑を出して開いた。

　花束は可愛らしい黄色い花をたっぷりとリボンでまとめている。見ているだけで気持ちが明るくなるような花だけれど、レオナの母国ではあまり見たことのない花だった。

　手入れの仕方を間違えないように、どんな花かと調べようと植物図鑑をめくる。

「えーと……あった。ネルケというのね」

　該当するページを見つけ解説を読み進めたレオナは、最後に書かれた文章を見て表情を一変させた。

『花言葉・軽蔑、失望、拒絶』

　無情に記されたその情報に、さっきまで期待と喜びに弾んでいた胸が切り裂かれたように痛み出す。

　何かの間違いだと思いたくて、レオナは必死になって図鑑をめくった。

　けれど特徴的な花弁を持つこの花と図解が一致するのはネルケしかなく、間違いではないことを突きつけられただけだった。

（……マリウスのことだもの、きっと花言葉を知らずに選んだのだわ）

　彼の性格を考えれば、それはあり得ると思えた。子供の頃の彼は男らしい遊びにしか興味がなく、花言葉どころか花にさえ関心を示さなかったのだから。

　けれど、だったらどうしてわざわざ花など贈ったのだろうと新たな疑問も湧いてしまう。

　女官が持ってきた花瓶にネルケを丁寧に活けるレオナの顔には、もう笑みは浮かんでいない。

　表向きは妻に花を贈る優しい夫。しかしそこに込められた真意は――軽蔑と失望と拒絶。

　あまりにも今の自分たちの関係にしっくりくるその解釈に、レオナは一瞬でもマリウスに愛してもらえる可能性があるのではないかと期待した自分を恥じた。






「素敵な花束を、どうもありがとうございました」

　その日の夜。寝室でマリウスとふたりきりになったレオナは、彼に向かって頭を垂れ礼を述べた。

　花束にどんな意味が込められていようとも、贈り物は贈り物だ。感謝をしない訳にはいかない。

　礼を言われたマリウスは「ああ、うん」と答えながら、どこかソワソワとしている。まるで初めての贈り物が照れくさいように。

「その、なんだ……。お前には黄色が似合うと思ってな。輿入れのとき、金色のドレスを着ていただろう。あれを思い出して、その花を選んだんだ」

　口もとに手を当てながらそう話した彼の姿に、レオナは目をパチクリとしばたたいた。そして密かに安堵の息を吐き、自然に顔を綻ばせる。

（私の考えすぎだったのだわ。マリウスはただ黄色い花を選んで贈ってくれただけ。花言葉なんか関係なかったのね）

　杞憂だったことに安心すると、途端に彼の言葉が嬉しくてたまらなくなった。まさか、輿入れで対面したときのドレスにちなんで花を選んでくれただなんて、思いもしなかったことだ。

「……嬉しいです。ありがとうございます」

　さっきと違い自然と口から零れたお礼の言葉は、喜びと温かさに満ちていた。

　愛らしくはにかむレオナを見て、マリウスも嬉しそうに目を細める。

「喜んでくれたならよかった。友人に相談した甲斐があった」

（ご友人？　……竜騎軍の人のことかしら）

　まだ結婚して十日だけれど、マリウスが親しそうにしているのは軍の仲間が多いように感じていた。皆、気は良いがどちらかというと女性の扱いに長けているタイプには見えなかったのだけれど、彼らに相談したのだろうか。

　それはそれでなんだか微笑ましいなと思い、レオナは肩を竦めて小さく笑う。

　マリウスはそんな彼女の頬を両手で包み、チュッと鼻先にキスをした。さらに額や目尻や唇にもキスの雨を降らし、最後に視線を合わせて一緒に笑う。

　こんな風に彼と笑い合ったのは再会してから初めてで、レオナは子供の頃を思い出して胸がジンと熱くなった。

（嬉しい……またこんな風に一緒に笑い合えるようになりたい）

　九年前は、いつだって彼の笑顔が隣にあった。ふたりでいればどんな場所でもどんなときでも楽しくて幸せで、レオナもマリウスも一日に何度だって顔を合わせては笑い合っていた。

　再び唇を寄せられ、レオナは目を閉じて深いキスを受けながら思う。

（私もマリウスに贈り物をしよう。彼に喜んでもらえるように、素敵な贈り物を）

　そうやって互いに歩み寄ることを繰り返せば、きっとまた昔のように笑顔の絶えない関係になれるかもしれないと希望を抱きながら。






「まあ。素敵なお花ですこと」

　翌日、レオナの書斎を訪れて花瓶に活けられている花をそう褒めたのは、侍女のヴェロニカだった。

「本当。鮮やかな黄色が素晴らしいわ」

「見ているだけで明るい気持ちになりそう」

　他の侍女たちも続いて褒めそやすのを聞いて、レオナは思わず頬が緩む。

「マリウス殿下が贈ってくださったのよ」

　なんだかくすぐったい気持ちになって頬をそめながら言えば、侍女たちは「まあ、素敵！」「なんてお優しいのでしょう」とますます称賛を口にする。

　夫からの贈り物を自慢するなどはしたないだろうかと自制する気持ちもあるけれど、やっぱりマリウスのことを褒められるのは嬉しい。

　うっかり頬が緩んでしまいそうになるのを必死にこらえていると、ひとりの侍女が「あら……でもこれって」といぶかしげに呟いた。

　それを聞いた他の侍女たちもハッとした表情を浮かべた後、気まずそうに視線を泳がせる。

「殿下は私が輿入れのときに着ていたドレスにちなんで、この黄色い花を選んでくださったそうなの」

　おそらく侍女たちもこのネルケが良くない花言葉を持つ花だと気づいたのだと思い、レオナは説明を付け足した。せっかくマリウスが真心を込めて贈ってくれた花だ。変な誤解をされたくない。

　侍女たちもレオナの意図を汲んだように「そうでしたの」「ロマンチックで羨ましいですわ」と慌てて笑顔を取り繕う。けれど。

「妃殿下は純粋でいらっしゃるのね」

　口もとを扇で隠して微笑むヴェロニカの呟きが、レオナの胸をどうしてかざわつかせた。

（クライバー夫人……）

　ハルプクーゲル王宮に来てからレオナの新しい侍女になった彼女は、侍女の中で一番年若く、マリウスと同じ二十一歳だ。溌溂としていて、舞踏会や夜会にも積極的に参加しているらしい。

　レオナはふと思い出す。狩猟大会のとき、彼女がマリウスと共にいたことを。

（マリウスと仲が良いのかしら……）

　そんなことを考えてヴェロニカを見つめていたら、彼女と目が合ってしまった。

「どうかされましたか？」

　クスッと可愛らしく微笑まれて、レオナも慌てて笑みを浮かべ首を横に振る。

（クライバー夫人は明るくて素敵な方だわ。私も仲良くしてもらえるようになろう）

　さっき一瞬胸に湧いた不安を押さえつけ、レオナはそう思うことにした。






　けれど。それからもレオナの心を弄ぶかのように、不可解なできごとが起こった。

　それは、結婚式からひと月が経とうかという頃。レオナが公務で疲れているのではないかと気遣い、マリウスが息抜きにオペラへ行こうと誘ってくれたのだ。

　彼の優しさにレオナは素直に喜んだけれど、当日の演目を観て胸を曇らせずにはいられなかった。

　オペラは異国の女王の一生を綴ったもので、有名な作品だった。けれど、女王として凛々しく頼もしい反面、主人公は夫からの愛を得られず幾人もの愛人を侍らせるという内容だ。

　泣いても乞うても夫に愛してもらえない主人公が舞台上で切なく歌い上げるのを、レオナはどんな顔をして見ていいのか分からない。

　コンパートメント席で隣に座るマリウスを窺い見れば、彼は真剣に舞台を見つめていた。

（マリウスはどんな気持ちでこれを見ているのかしら……。夫に愛されない主人公のアリアを聴いて、何を思うのかしら……）

　ネルケの花束のときと同じだ。彼の厚意はとても嬉しいはずなのに、その内容に何かが引っかかる。正直者の彼が贈り物や誘いに意味深な嫌味を込めているとはとても思えないが、どうしても不可解さは消すことができなかった。

　それ以降も、似たようなことは度々続いた。

　マリウスがレオナのためにしてくれることには必ず良くない意味のことが含まれ、もはや偶然だと自分を納得させることが、レオナにはできなくなっていく。

　そして結婚式から三ヶ月が経った頃。積もりに積もった彼への不信は、限界を迎えた。

　夜、いつものように夫婦の寝室でマリウスに抱きすくめられたレオナは、こらえきれずポロポロと涙を流した。

　これからベッドを共にしようというのに妻にいきなり泣かれてしまったマリウスは、当然困惑する。

「どうしたんだ？　何かあったのか？」

　心配し宥めようとする彼の身体から、レオナは腕を伸ばし押しやって離れた。そして近づかないでと言わんばかりに首を横に振る。

「もう……こんな仕打ち、耐えられません。私が嫌いなら嫌いとおっしゃってください。優しくしながら突き放すような真似をするなんて、あまりにも残酷だわ」

　そう訴えてレオナは顔を覆って泣いた。

　マリウスの優しさの裏に冷たい意味が込められていることはもう疑いようもなくなったけれど、今日の仕打ちはあまりにもひどかった。

　これから妻を抱こうというときに、彼は他の女性の香りを纏ってきたのだ。

　寝室に来る直前まで他の女性と親密に過ごしていた形跡を隠そうともしないなど、あまりにもレオナを馬鹿にしている。

　こんな屈辱はないと、レオナは肩を震わせて泣いた。

　嫌いならいっそはっきり言ってくれれば、時間は掛かっても気持ちの整理ができたかもしれない。それなのにマリウスは優しくしてレオナの胸をときめかせては、密かに傷つけるということを繰り返してきたのだ。

　九年前に彼に嫌われる原因を作った自分に非はある。けれどこんなやり方はあまりにも卑劣ではないかと、レオナは悲しくてつらくて涙を零し続けた。

「もう結構です……殿下のお気持ちはよくわかりました。私はただ大公妃として義務を果たすだけの妻になります。けど……今夜だけはひとりにしてください」

　そう告げると、レオナはマリウスに背を向け寝室を飛び出した。これ以上、彼と同じ空間にいることは耐えられない。

「レオナ！」

　呼び止める声を振り切り扉を閉めると、レオナは廊下にうずくまって泣いた。

　仄かな燭台の灯りしかない廊下は暗く、この世に独りぼっちになってしまったような錯覚に陥る。

（私は一生夫に……マリウスに愛されない……。孤独で惨めな妻なんだわ……）

　彼に抱いていた恋心が音を立てて崩れ落ちていくのを感じる。

　もう希望は持てないと思った。妻として寄り添い歩み続ければいつか過去を償えて、共に愛し合える日がくるかもしれない。そんな夢を見た自分を愚かだと痛感した。

　結婚生活は最初にレオナが恐れた通りの結果となった。いや、マリウスに改めて恋をしてしまったぶん、余計に傷つき打ちのめされた。

　レオナは分からない。この王宮でこれから何を思いどうやって生きていけばいいのか。

　いっそ彼のもとから逃げ出すことができたらと思うけれど、ヴァント帝国大公妃となったレオナにとってそれは叶わない願いだった。

















第四章　最愛のあなたへ












　あれから一ヶ月が経った。

　あの夜、泣いて寝室から出ていってしまったことをレオナは少し後悔している。

　なぜなら、翌日からマリウスは軍務のため帝都を離れ一ヶ月ほどの外遊が決まっていたのだから。

　気まずい雰囲気のまま朝に彼を見送り、そのまま一ヶ月が経ってしまった。

　手紙のやりとりは何回かしたが、当たり障りのない内容しか書いていない。互いに身体を気遣う言葉は送り合うものの、あの夜のことについてはどちらも触れることはなかった。

　いや、触れないのが当然なのだとレオナは思い直す。

　もうマリウスの気持ちは十分伝わった。そして自分は大公妃としての義務だけを果たすと宣言したのだ。これ以上話し合うことなどない。

　けれど、最悪な雰囲気のまま長期間顔を合わせない生活に突入してしまったということは、レオナは心を重く曇らせたまま過ごさなくてはならないということだ。

（マリウスにも悪いことをしたかも。いくらつらくたって、長期の外遊に出発する夫を笑顔で見送れないだなんて、妻として失格だわ）

　彼との関係も、妻としての自分の情けなさも、何もかもがレオナから元気を奪っていく。

　けれど何よりもレオナの気持ちを落ち込ませてやまないのが、こんな状況になってもマリウスを想ってしまう不可解な自分の心なのだった。

　こんなに悲しくて苦しくて、もう祖国へ帰りたいとさえ思うのに、気がつけばマリウスの旅の無事を祈っている自分がいる。夜になれば彼のぬくもりが恋しくてたまらないし、目が覚めたときにベッドでひとりでいることが寂しすぎて何度も涙を浮かべた。

　もう彼に愛されることはないとあきらめたはずなのに、恋心というのはどうやらそれとは別物らしい。

　我ながらなんて馬鹿なのだろうとレオナは呆れる。

　今日だってレオナは、三日後に帰国するマリウスを出迎えるためのドレスをどれにするか朝から悩んでいる。ドレス以前にどんな顔で出迎えればいいのかも分からないのに、まったく滑稽だと自嘲したくなった。

「どんなドレスを選んだってマリウスは私に関心なんかないのに……私って本当に馬鹿だわ」

　溜息を吐きながら独り言ごちて衣裳部屋を出たときだった。衣裳部屋と繋がっている居間のドアをノックして、女官が入ってきた。

「マリウス殿下からお手紙が届きました」

　銀のトレーに載せられたそれを見て胸が弾むのを感じ、そしてそのせいでまたしてもレオナは自己嫌悪に陥る。

　けれど逸る気持ちは抑えられず、手紙を受け取り女官を下がらせると早速封を切った。

　マリウスらしい力強い文字の並ぶ手紙。それを目で追い読み進めていくうちに、レオナの瞳が輝きを取り戻していった。

『王宮に帰る前に南シュテッペ地方の離宮に寄っていくつもりだ。よかったらそこで待ち合わせ、共に山を散策しないか』

　シュテッペ地方は帝都の郊外にある緑豊かな高原地帯で、ピクニックやハイキングにはうってつけの場所だ。

　マリウスに山での散策に誘われ、レオナは頬が緩んでしまうのを抑えられない。

　もしかして彼は、一ヶ月離れている間にレオナに対する行為を反省したのだろうか。少しでも夫婦の仲を修復しようとしてくれているのだろうか。そんな期待がどうしても湧き上がってきてしまう。

　あんなに傷つき泣いたというのに、我ながらなんて単純なのだろうと苦笑が零れる。

　けれどもどんなに傷ついても、マリウスへの想いは簡単には消せないと痛感したのだ。だからこそ、彼との関係が紡ぎ直せる可能性は何よりも嬉しい。

　レオナは胸に手紙を抱きしめるとすぐに衣裳部屋へと身を翻して、山道を歩くのに最適な服を選び始めた。
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「殿下、飛ばしすぎです！　護衛の者がついてこれません！」

「モタモタしてるお前らが悪いんだろ！　レオナはもう離宮に着いているんだ、俺は先に行くぞ！」

　必死になって後を追いかけてくる護衛隊長にそう叫び、マリウスは手綱を握り直してますます馬の速度を上げた。護衛たちも側近や荷物を載せた馬車も、みるみる後方へと遠ざかっていく。

　マリウスは急いでいた。ようやく軍務の外遊を終え、今日は約一ヶ月ぶりにレオナと再会する日だ。

　シュテッペ地方にある王家所有の離宮で落ち合う約束をしているのだが、今朝まで天気が悪かった影響で予定より出発が遅れてしまった。

　約束の正午はもうとっくに過ぎている。レオナを待たせているに違いない。

（よりによってこんなときに……！　一秒でも早くあいつの顔が見たいのに）

　マリウスをあせらせているのは、約束の時間に遅れているからだけではなかった。

　一ヶ月前――外遊に出発する前夜、彼は大切な妻であるレオナを泣かせ、その理由もわからぬまま離れ離れになってしまっていた。

　あのときは訳も分からずただ茫然としてしまった。レオナが部屋から出ていった後も当然眠ることなどできず、いったいどうしたらいいのか頭を悩ませて朝を迎えた。

　本当はすぐにでもレオナを追いかけ何故泣いているのかを問いたかったが、それを自重したのは普段からヴィムに「考える前に行動するのはおやめください」と叱られているせいだ。

　直情的なマリウスは気持ちが昂ると考えるより先に身体が動いてしまう。実はそのせいで数年前に竜騎団の師団長として遠征に出たとき、あわやという場面に出くわしたことがある。

　自分の判断ミスで部下の兵士たちをあやうく危険な目に遭わせるところだったとマリウスは猛省し、それ以降彼は自分の行動にブレーキをかけるよう意識している。

　それに加え〝友人〟であるヴェロニカからもアドバイスされていたのだ。『女心を掴むスマートな男性というのは、無口で、軽々しく愛の言葉など囁かないものなのですよ』と。

　女心などまったく分からないマリウスはそれを聞いて素直に感心したのだった。そう言われてみれば、舞踏会などでも途切れない女性からの誘いが面倒臭くてろくに話もせずに避けていたけれど、女性からは嫌われるどころかますます誘いが増える結果になっていた。

　そんなことを思い出し、（なるほど）と思ったマリウスは、レオナの前ではなるべく無口であろうと決めた。本当は子供の頃のようにたくさんの言葉を交わし、『愛してる』と何回でも告げたい気持ちをこらえて。

　それらの理由からレオナを追いかけ理由を問いただすことはやめたけれど、翌日、外遊に出発してからマリウスは非常に後悔した。

　何せレオナの泣き顔が目に焼きついていて離れないのだ。

　あの夜、自分の腕の中で泣き崩れてしまった彼女を思い出すたび胸が痛んで仕方がない。

　レオナはどうしているだろうか。何が理由であんなに泣いたのだろうか。今でも王宮でひとりで泣いているのではないだろうか。そんなことばかりが気になって、視察どころではなくなるほどだった。

　この一ヶ月間レオナのことばかりを考えていたマリウスは、もはや限界だった。

　子供っぽいと思われようと、スマートじゃないと思われようと、もういい。言いたいことも伝えたいことも全部話して、何百回でも『愛してる』と囁いて、これからは心のままにレオナを愛する。そうしなければ彼女への想いに胸どころか全身が焼け焦げてしまいそうだった。

（大公らしく気取った言葉掛けだけでなく、昔のように素直な気持ちで喋ればよかった。デリカシーがないと思われようとも、何度だって乗馬や狩りに誘えばよかった。『お前の乗馬姿がもう一度見たい』と、どうして俺は伝えなかったんだ）

　レオナの待つ離宮へ馬を走らせながら、マリウスは後悔に唇を噛みしめた。

　そして、その後悔はすぐに彼女に会いたくてたまらない気持ちへと変わる。

（速く、もっと速く。一秒でも早くレオナに会いたい）

　もはや爆発寸前の想いを抱えて、マリウスはレオナの待つ離宮へとひたすらに馬を走らせた。






　マリウスが離宮の門に到着したとき、敷地には出迎えの準備が整っていなかった。

　どうやら馬を飛ばしすぎたらしい。朝に降っていた雨のせいでマリウスたちの到着が遅れると思っていた離宮の侍従や衛兵たちは、まさか彼がたったひとりで馬でさっさと駆けてくるなんて、思いもしなかったのだ。

　門に立っていた衛兵は、護衛もつけずひとりで現れたマリウスを見てそれはそれは驚いた。そして転げるように宮殿の中へ入っていって、大公の到着を告げたのだった。

（……またやってしまったな。後でヴィムに説教を食らいそうだ）

　一斉にざわつきだした宮殿を遠目に見ながら、マリウスは馬から降りて玄関ポーチを歩いていく。

　すると、侍従より早く宮殿から飛び出しマリウスに駆け寄ってきたのは、なんとレオナに同行していたヴェロニカだった。

「おかえりなさいませ、マリウス様。ご無事で何よりでございます」

　丁寧にスカートの裾を持ち頭を下げたヴェロニカを見て、マリウスも「ああ、出迎えありがとう」と頷き返す。

「ひと月もマリウス様のお顔が見られなくて、まるで月のない夜空を眺めるような思いでしたわ。ああ、本当にご無事で何より。私、感激で胸がいっぱいです」

　涙を浮かべ詰め寄るように見つめてきたヴェロニカに、マリウスは内心ギョッとする。

　彼女には狩猟会の後からよく相談に乗ってもらっていた。それこそ、女性の扱いが得意でないマリウスにしては、女性の中ではかなりよく話す方だろう。

　けれど、マリウスにしてみれば〝友達〟とはいうものの、ヴェロニカのことは実はあまりピンときていない。一ヶ月顔を見なかっただけで涙ぐまれるほど慕われていたなどと、思ってもいなかった。

「そうか。その……そんなに喜んでくれて、ありがとう」

　マリウスは困ってしどろもどろになってしまう。

　もしこれがレオナだったら、自分も感激して力いっぱい腕に抱きしめただろう。けれど愛している女性以外に再会を泣くほど喜ばれても、マリウスはどうしていいものか途方に暮れてしまうのだ。

「ええと、すまないが急いでるので失礼する」

　一刻も早くレオナに会いたくて帰ってきたのに、他の女性に構って足止めされている場合ではない。ヴェロニカを残し、マリウスが立ち去ろうとしたときだった。

　突然腕を掴まれ、マリウスは体勢を崩す。その隙をついて、なんとヴェロニカがマリウスの首に腕を回し、唇を重ねてきた。

「――っ!?」

　一瞬何が起きたか分からなかったが、マリウスは反射的にヴェロニカの身体を押し離した。

「……っ、な、何を……？」

　まん丸く見開いたマリウスの目に、艶っぽい表情で頬を染めるヴェロニカの姿が映る。

「申し訳ございません。マリウス様にお会いできた嬉しさのあまり、一瞬我を忘れてしまいました」

　上目遣いに見つめてくる彼女の姿に、マリウスはようやく思い出した。

　自分とヴェロニカが初めて会ったのは狩猟会のときではなく、三年前の舞踏会だったことを。

（そうだ、彼女の顔は何度も見たことがあった。舞踏会や夜会でいつも俺を取り巻く女の集団にいた）

　レオナ以外の女性に関心のなかったマリウスは、誘いをかけてくる女も周りで熱い視線を送ってくる女も、記憶にとどめていなかった。

　ヴェロニカのこともそうだ。彼女はマリウスのいる舞踏会や夜会に顔を出してはダンスに誘ったり熱い視線を送ったりしてきたが、マリウスはてんで覚えていなかった。

　今のヴェロニカが、夜会でよく上目遣いで話しかけてきた姿と重なり、マリウスはようやく彼女と何回も会っていたことを思い出した。

　と同時に、彼女の好意に気づきハッとして唇をこぶしで拭う。

「……やめてくれ。俺は妻以外の女とは口づけたくない」

　厳しく見据えて言うと、ヴェロニカは一瞬不満そうに眉根を寄せてから「失礼いたしました」と頭を下げた。

　マリウスは足早にその場を去りながら、あたりを見回す。妻の侍女とキスしていたところなど、誰かに見られていたら大変だ。

　幸い他の出迎えはまだ出てきていなかったし、宮殿の正面玄関も閉まっている。門の前に衛兵はいたが、離れているので見えていなかっただろう。

（まったく……これだから女は嫌なんだ）

　マリウスを取り巻く女性は昔から、既婚者であるにも関わらず色目を使ったり駆け引きをしようとしたりする者ばかりだ。道義心が強く正直な性格のマリウスは、そういったことがとことん嫌いだ。

　せっかくレオナとの再会に弾んでいた胸が、不快に染まる。

　気を取り直そうと思いマリウスが顔を上げたとき、玄関の扉が開き侍従らが揃って出迎えに出てきた。

　侍従や侍女、衛兵らが折り目正しく頭を下げる中央を、マリウスは歩いていく。そして衛兵が扉を開き宮殿の中へと足を進めたが――そこにはレオナ付きの侍女と女官らが戸惑った様子でウロウロとしているだけで、肝心のレオナの姿がなかった。

「おかえりなさいませ、大公殿下」

　一歩前に進み出て恭しく頭を下げた侍女長に、マリウスはキョロキョロとしながら尋ねる。

「レオナはどうした？　まだ支度が済んでいないのか？」

　すると侍女長は眉を八の字にし、実に言いにくそうに口を開いた。

「それが、その……たった今まではいらしたのですが、急にお姿が見えなくなってしまいまして……」

「なんだって？」

「本当にたった今まで……殿下がお着きになったときには確かにいらしたのです。けど、そのことをお伝えにいったとき、お部屋から飛び出されて……。私どもも慌てて探したのですが、お姿が見えなく……申し訳ございません」

　マリウスは耳を疑った。

　侍女長の言葉をにわかに信じることができない。自分はレオナに一刻も早く会いたくて馬を飛ばしてきたのだ。それなのにやっと顔が見られる直前で姿を消すなど、まるで神の悪戯ではないか。

（消えた？　何故？　どこかに出ていったのか……いや、まさか外部の者による仕業か？）

　あらゆる可能性を頭の中に羅列して、マリウスはハッと息を呑む。

　そういえば半年ほど前、このシュテッペ地方の山道で盗賊の被害が多発する事件があった。主犯らは帝国警備軍に捕獲されたと聞いたが、まだ残党が残っている可能性がある。

（まさか、俺の帰りで宮殿がざわついている隙をついてレオナをさらった……？）

　王族を誘拐すれば桁外れの身代金が取れるうえ、投獄されている仲間の解放の要求もできる。その可能性は十分に考えられた。

　最悪の予感に行きつき、マリウスはサーっと顔を青ざめさせると、踵を返し再び玄関から出ていった。

「もう一度俺の馬を用意しろ！　誘拐かもしれん！　レオナの捜索に行く！」

　マリウスの命令を聞いてレオナの失踪を知った侍従たちが、一斉にざわついた。

　不穏に染まった空気の中、マリウスは顔をしかめて唇を噛みしめる。

　どうしてこんなことになってしまったのか。無事に彼女を見つけたなら、強く抱きしめて二度と離さないと心に決めて。
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（どうしよう。マリウスの出迎えをしなければならないのに……こんな顔では人前に出られないわ）

　宮殿の地下にある使用人用の水場の陰で、レオナは水がめに映った自分の顔を見てため息を吐いた。

　持っていたハンカチを濡らし目もとに当てるものの、すぐに赤みは引かないだろう。

　レオナはどうしたらいいのか、途方に暮れる。感情が抑えきれなかった自分の未熟さに辟易としながら。

　十分ほど前、宮殿の自室でマリウスの帰りをソワソワと待っていたレオナは、玄関ポーチを堂々と歩いてきた男性を窓から見つけて仰天した。

　護衛もつけずひとりでいるが、あれは間違いなくマリウスだ。

　馬車の到着にはまだ一時間近くかかると聞いていたレオナは非常に慌てた。身支度は整っているが、こんな速い到着、しかもたったひとりで帰ってくるなど聞いていない。

「ど、どうしておひとりなのかしら。馬車や護衛はどうされたのかしら」

　混乱しながらもマリウスから目を離せず窓に釘付けになっていると、彼のもとにひとりの女性が駆けつけるのが見えた。

（あれは……クライバー夫人……？）

　マリウスの妻であるレオナを差し置いて、侍女のヴェロニカが彼のもとに駆けつけるのはおかしい。

　なんだか胸騒ぎがしてレオナはふたりから目が離せなくなった。

　見ない方がいいと、自分の中で警鐘が鳴っている。嫌な緊張感を覚えて手を握りこむレオナの視線の先で、それは起こった。

「……っ！」

　親密な距離で言葉を交わした後、ヴェロニカはマリウスに情熱的に抱きつき、ふたりは口づけを交わしたのだ。

　あまりにもショックが大きすぎて、レオナは一瞬息ができなくなる。

　ほんの数秒だったかもしれないが、とても長い時間に感じられた。

　頭の中が真っ白になったレオナが我を取り戻したのは、侍女長が慌てた様子で部屋を訪ねてきたからだ。

「レオナ様、マリウス殿下がお帰りになられました。お出迎えにお越しくださいませ」

　侍女長が急くようにノックしドアを開いたとき、我に返ったレオナの瞳からは涙が溢れだした。

　たった今、目の前で起きたことが信じられないという気持ちと、心臓が止まりそうなほどの胸の痛みと、これから彼を出迎えなければいけない大公妃の義務との間で、感情も思考も混乱する。

「……っ、ごめんなさい……！」

　気がつくとレオナは駆けだして、侍女長の脇をすり抜け部屋から飛び出していた。

　どうしてもひとりになりたくて、人のいない場所を求めているうちにこの水場へと着いた。

　扉を閉め、湿った石造りの壁にもたれかかってレオナは泣く。

　早く涙を止めて彼を出迎えなければいけないのに、さっきのマリウスとヴェロニカの姿が瞼の裏から消えてくれない。

「マリウス……どうして……」

　勝手に抱いた期待は、より鋭利な刃となってレオナの胸を抉った。

　心のどこかにそんな予感はあった。マリウスとヴェロニカがどうやら懇意らしいということ、そして外遊前の夜に彼が纏っていた女性ものの香水の香り。考えないようにしてきた点と点が繋がり、レオナは絶望的な気持ちになる。

（マリウスはクライバー夫人のことが好きだったのね……。今日のシュテッペ地方への誘いも、私のためではなかったのだわ。私の供でクライバー夫人が来ることが分かっていたから提案したのだわ）

　人目の多い王宮では、レオナの侍女であるヴェロニカと帰還早々に親密な時間を過ごすことは難しいのだろう。けれど開放的な離宮ならば王宮よりはずっと人目も少なく、自由な時間も多い。逢引をするにはうってつけだ。

　マリウスの本意を知って、レオナは顔を覆って泣く。彼に嫌われているだけでなく、侍女との逢瀬に利用されていたのに気づかず浮かれていただなんて、いったい自分はどこまで愚かで惨めなのだろう。

「……泣きやまなくちゃ。早く出迎えに行かなくちゃ」

　遠くからは何やら騒がしい声が聞こえる。急なマリウスの帰還に宮殿中が慌てているのもあるが、侍女たちが自分を探しているのかもしれない。

　そう思ってレオナは泣き腫らした目を急いで濡らしたハンカチで冷やす。けれど泣きすぎて赤くなった目も鼻もなかなか元には戻ってくれず、ようやく水場から出ていったときには、宮殿は大変な騒ぎになっていた。

「急いで捜索隊を編成しろ！　殿下はもう出発されたぞ！」

「殿下の護衛と馬車が到着されました！　至急捜索隊の方へ回ってもらいます！」

　何やら想像以上に不穏な空気になっており、レオナはこめかみにひとすじ汗を流した。

「あの……ど、どうかされましたか」

　廊下に立っていた衛兵におそるおそる声を掛けると、衛兵は飛び上がりそうなほど驚いて、「ひ、妃殿下!?」と目を白黒させた。

　途端に宮殿中がざわっとどよめき、側近の近衛兵長やら侍従やら侍女長やらが一斉に駆け寄ってくる。

「レオナ様！　よくぞご無事で！」

「ああ、よかった！　神よ、感謝いたします！」

「お怪我は、お怪我はございませんか!?」

　彼らの安堵と心配ぶりに、レオナはこの騒動の原因が自分だと悟り顔を青くする。

「ご、ごめんなさい！　私、少し気分が悪くて……地下の水場で少し休んでいて……心配をかけてしまって本当にごめんなさい」

　まさか行方不明になった大公妃がそんなすぐそばにいたとは誰も気づかず、レオナを囲う人々から力ない笑いが零れる。

「とにかく、ご無事で何よりです。大公殿下のご帰還で慌ただしくなっている隙に、人さらいにさらわれたのではないかと心配していたのですよ」

　本当にとんだ迷惑をかけてしまったと、レオナは自省のあまり肩を竦めて小さくなる。

「ごめんなさい、二度と無断で姿を消したりしないわ。……ところで……大公殿下は？」

　大騒動を起こしたことをマリウスに詫びなければと思い尋ねると、近衛兵長が少し困ったように口ごもりながら答えた。

「それが……妃殿下がお姿を消したと聞いて、自ら探しにいくと馬に乗って行ってしまいました」

　それを聞いてレオナは「えぇっ!?」と叫びそうになるのを、口に手を当ててこらえた。

　彼にまで大変な心配と迷惑をかけてしまったことに、自省のあまり自分を殴りたくなる。

「すぐに遣いの者を出して、妃殿下がご無事だったことを伝えます。ですから妃殿下はご心配なさらず、どうぞ部屋でお待ちください」

　当惑しているレオナを宥め、近衛兵長ら兵士たちは慌ただしく玄関の方へと走っていく。レオナは侍女長らに付き添われながら自室へ戻り、ひたすら自分の行動を反省した。






　――しかし。それから一時間が経ってもマリウスが帰ったという報せはこなかった。

　レオナは落ち着かない気分で部屋の窓から外を眺める。

　どうやらマリウスは単身で飛び出していってしまったせいで、なかなか行方が追えないようだ。

　レオナを捜索するはずだった隊は今やマリウス捜索隊となって、山や森や街道に散らばっている。

　自分の迂闊な行動のせいで大勢の人に迷惑をかけてしまったと、レオナはますますいたたまれなくなる。

　しかも、窓から見上げた空はいつの間にかどんよりと厚い雲に覆われていた。雨粒が落ちてくるのは時間の問題のようだ。

　もしマリウスが山の方にいるなら、雨が降ってきたら危ない。地面も滑りやすくなるし、土砂崩れの可能性もある。

（ああ、マリウス……）

　レオナは居ても立ってもいられず、部屋をウロウロと歩き回る。すると、部屋の隅にあった荷物にぶつかり、トランクを倒してしまった。

　倒れた衝撃で留め金が開き中のものが出てしまい、レオナは慌てて拾おうとした。

　ところが飛び出た荷物は見覚えのないシャツやジャケットだった。それを手に取り、レオナはこのトランクがマリウスのものであることに気づく。どうやら誰かが間違えてレオナの部屋に運び入れてしまったらしい。

　後で彼の部屋へ返しにいこうと思いながら中身をしまっていると、一冊の本が目に付いた。それが本ではなく日記帳だと、タイトルのない革表紙を見てすぐに気づく。

（マリウスの日記帳……）

　中を読みたいという気持ちが湧き上がる。きっと彼の本心が綴ってあるのだろう。

　けれどそれはさすがにいけないと思い直し日記をトランクに入れようとしたとき、ページの間からはらりと何かが落ちた。

「……これって……」

　それは、手作りの栞だった。長方形の紙にリボンをつけ、黄色いネルケの押し花を糊付けしてある。

　レオナの胸が小さく高鳴った。

　ネルケの花は彼がレオナへよくない花言葉の意味を込めて贈った花だった。けれど、そんな花を何故押し花にして栞にしているのだろうか。

　やっぱり自分は何かを誤解している――そんな気がして、レオナは日記帳を手に取り直した。

「ご、ごめんなさい」

　謝罪してレオナは日記帳を開く。どうしてもマリウスの本当の心が知りたかった。

　何かが間違っている。ふたりの関係のどこかが捻じれ、見えていない何かがあるような気がしていた。

　日記は五年前から綴られていた。最初の方は軍隊生活や大公として国の政策などについて書かれていたが、ページを捲っていくうちに自分の名前が出てきて、レオナは胸をドキリとさせる。

　それは父親である皇帝陛下から結婚話を持ち掛けられた日の日記だった。

『ついにこの日が来た。父上は嫁候補につらつらと各国のプリンセスの名を挙げたが、俺はアーホルン王国ブレトリウス公爵家のレオナがいいと言って憚はばからなかった。レオナが王家ではなく公爵家ということもあって父は難色を示したが、アーホルン王国は母上の祖国だ。母上の亡くなった今こそ、アーホルン王国ともう一度友好を結び直す必要があると説得した。宰相や大臣らはまだ反対しているが、時間をかけてでもレオナとの結婚を認めさせるつもりだ。俺は絶対にレオナがいい。他の女など考えられない。子供のときからあいつ以外の女を好きになったことなど一度もないんだ。俺の妻はレオナ以外ありえない』

　力強く書かれたそのページに、レオナは目を見開いて釘付けになった。

（嘘……、この結婚はマリウスが推し進めたものだったの……？）

　マリウスとの結婚は両国の友好を結び直すことを大前提とした政略結婚だと思っていた。ところが彼は綴っているのだ。友好を結び直すことは建前で、レオナを妻にすることこそが本当の願いだと。

　レオナは手を震わせながらページを捲った。そこには結婚話を推し進めるマリウスの、レオナへの想いが熱心に綴られている。

『レオナは俺との結婚を喜んでくれるだろうか。俺が筆不精なせいで手紙の一通もやり取りしたことがない。夜会や舞踏会でも顔を合わせないまま何年も経ってしまったが、ずいぶんと美人になったという噂だ。それはそうだろう。俺を一瞬で恋に落とした女なんだ。八年前、初めてドレスを着て踊った彼女の姿を俺は今でも鮮明に覚えている。あの美しさは忘れられない。昨日まで男だと思っていた友人が輝かんばかりの美少女になって現れたことには驚いたが、それ以上に魅入られた。生まれて初めて胸のときめきを覚え、どうしていいか分からなかったほどだ。レオが女だということを激しく意識してしまったせいで、その後は再会の約束どころかろくに口もきけずに別れてしまったことは、今となっては微笑ましい思い出だ。ああ、レオナ。どうかこの結婚を受けて、また俺の腕に抱かれて踊ってくれ』

　文字を目で追いながら、レオナの鼓動が高鳴っていく。

　日記に込められたマリウスの想いと呼応するように、子供の頃の記憶が鮮やかに甦ってきた。

　あのとき『大嫌いだ』と告げたマリウスは、どんな顔をしていただろうか。嫌悪？　それとも呆れて怒っていた？　……いや、違う。彼は今にも泣きそうな表情で、頬を赤く染めていたのだ。

　今になってようやくあのときのマリウスの気持ちを理解して、レオナは口もとを手で押さえる。

　男だと思っていた友達が少女として目の前に現れた驚き。親友だと思っていたのに、自分だけが本当の姿を知らなかった嫉妬と悲しみ。そして――戸惑うことしかできなかった初めての恋。

　きっと十二歳のマリウスは様々な感情に翻弄され、自分でもどうしていいのか分からなかったのだ。この日記は五年前からのものなので当時のことは書かれていないが、あのときレオナを『大嫌いだ』と突き放したことを、後悔していたのかもしれない。

　けれど大人になってマリウスは恋心を自覚し、子供の頃の思い出とともに大切に胸に秘めてくれていた。そして長年の想いを叶えるべく、レオナに求婚してきたのだ。

「……マリウス……」

　彼の本当の気持ちを知れて、レオナの胸が熱くなる。

　嫌われ続けていると誤解して絡まったままになっていたふたりの心が、ほどけていくような気がした。

　日記にはそれからもレオナへの想いが記されていた。

　求婚を了承してもらえた喜び。伴侶となるレオナとどんな未来を歩もうかという希望。子供の頃のように供に馬で遠乗りがしたいという微笑ましい願い。そして輿入れの日――想像以上に美しく成長していたレオナに惚れ直し、まるで太陽の女神だと感激したことまで。

　レオナへの愛を綴る一方で、マリウスは自分が女性に不慣れであることを嘆いていた。

　軍務と馬に乗ることが大好きで男女の駆け引きが苦手な自分は、最愛の妻とどう接するべきか分からない。いい年をして子供っぽいと思われたくないと、実にいじらしい気持ちを書き留めている。

　けれど、純粋な吐露に訝いぶかしい横槍が入ってきたのは、結婚式の翌日の日記だった。

『助かった。これからはクライバー夫人が相談に乗ってくれる。よき友人を得られて幸福だ』

　そこから先に書かれていたのは、レオナが不可解に思っていたマリウスの行動の真実だった。

『黄色い花を妻に贈りたい』と相談したマリウスに悪意ある花言葉のネルケを勧めたのも、夫の愛を得られない主人公のオペラを勧めたのも、――寝室に行く前にリラックス効果のある香水をつけるとよいと言って女性ものの香水を勧めたのも。みんなヴェロニカの助言によるものだったと知ってレオナは愕然とする。

　許せないと思った。マリウスの真摯な恋心を弄ぶような真似をし、夫婦仲を引き裂こうとしていた卑劣な彼女が。

　それと共に、さっき見たマリウスとヴェロニカの口づけが彼の意志ではないことが窺えて、安心もする。

（マリウスはこんなに一生懸命私のことを想ってくれていたのに……。クライバー夫人に邪魔されていたとはいえ、私は彼の心がちっとも分かっていなかった。もっと素直に、マリウスのことが好きだと伝えればよかった）

　反省と後悔がとめどなく心に押し寄せる。自分の愚かさに潰されそうになるけれど、それ以上にマリウスに会いたくてたまらなかった。

（伝えたい、マリウスに。あなたのことがずっと好きだったと。今まで心を開かなかったことを謝りたい）

　レオナは日記を閉じるとトランクにしまって、窓の外を見上げた。

　曇天模様だった空はいつの間にか激しく雨粒を落としている。遠くからは落雷の音も聞こえた。

　すっかり悪天候になったのに、マリウスはいまだに戻ってきていない。

　そのとき、ドアの外で何やら騒がしい声が聞こえた。

　気になって部屋を出て見にいくと、一階の玄関ホールに捜索隊の兵が集まり顔を曇らせながら何かを話し合っていた。

「何かあったの？」

　階段を降りていき訪ねたレオナに、兵士たちは困ったように顔を見合わせる。そして雨に濡れたひとりの兵士が、重々しく口を開いた。

「捜索をしていた山で土砂崩れが発生しました。殿下の御身を考えると一刻も早く周辺を捜索すべきなのですが、雨のせいで足場が悪くなり非常に難儀しております」

　その報告を聞いてレオナはサッと青ざめた。

　もしマリウスが山にいたとしたら大変だ。万が一にでも土砂崩れに巻き込まれていたなら、救助は一分一秒を争う。

（私のせいで……マリウスが……）

　兵士たちは打つ手のない現状にまごついている。この国で一番の馬の繰り手はマリウスなのだ。彼ならば雨の中でも山奥に進んでいけるが、それを捜索するのはあまりにも困難だ。

　これからどうするべきかオロオロとしている兵士たちから背を向け、レオナは階段を駆け上がる。そして近くにいた女官に命じた。

「馬の用意を。それから乗馬服を……一番小さいサイズの男性物の乗馬服を用意してちょうだい」

「え？」と言って目を丸くする女官に「急いで」と命じて、レオナは振り返り階段の上から兵士たちに向かって叫ぶ。

「私が山方面の捜索隊の指揮を執ります。十分後に出発しますので、それまでに新たな隊列を組みなさい」

　レオナの指示にポカンとした後、兵士たちは「妃殿下、危険です！」と大いにざわつく。

　しかし、彼らは知らない。――九年前、少年の頃から天才騎手と謳われていたマリウスに、唯一肩を並べることができた乗馬の天才少女がいたことを。
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　雨がザアザアと降りしきる中、マリウスは山中で土砂に呑み込まれた山小屋を必死に掘り出そうとしていた。

「レオナ……いるなら返事をしろ！」

　汚れた手でがむしゃらに泥を掘るものの、道具もない状態ではほとんど無意味だ。

　それでもマリウスは手を止められなかった。もしかしたらここにレオナが埋まっているかもしれないという恐怖を抱いて。

　レオナが宮殿からいなくなったと聞いてすぐさま飛び出したマリウスは、山へと捜索にきていた。衛兵の見張っている宮殿から大公妃が忽然と姿を消すなど、よほど熟練の人さらいの仕業に違いない。そう考えて付近に人さらいの痕跡を探し山までやって来たマリウスは、山道であるものを見つけた。女性用のリボンだ。

　それがレオナのものかどうかは分からない。けれど少しでも可能性があるなら放っておく訳にはいかなかった。

　山道を馬で駆け、森の奥深くに小屋を見つけたときには、天気はすでにどしゃぶりに変わっていた。

　もしかしたらこの小屋をねぐらにしている山賊の仕業かもしれない。そう考えたマリウスは馬から降り、足音を忍ばせ小屋に近づいた。

　そのときだった。大きな地響きを感じたと思った直後、山肌が樹ごと滑り落ち、目の前の小屋を呑み込んだのは。

　マリウスは自分が土砂崩れに巻き込まれなかった幸運も忘れ、レオナの名を叫びながら小屋に駆けていった。

　レオナがここにいる確証はない。けれど万が一にでも彼女が泥に呑み込まれている可能性がある限り、救出しない訳にはいかなかった。

　雨が冷たく降り続く中、もうどれだけの泥を掘っただろう。

　けれど道具もなくたったひとりで掘ったところで、結果はたかが知れていた。

　マリウスは汗と雨でずぶ濡れになった顔を、泥にまみれた手で拭う。

（駄目だ……これじゃあ埒が明かない。いったん戻って人手を呼んでくるべきか）

　そう考えて鉛色の空を仰いだとき、再び不穏な地響きが聞こえた。

（まずい……！　もう一度土砂崩れが起きるぞ！）

　さっきの土砂崩れで周囲の地盤が緩んだのだろう。ここにこのままいては巻き込まれるのは必然だった。

　すぐにこの場を離れなくてはと思い、マリウスは駆けだす。けれど同時に頭上からドッという重たい音がし、山肌の上部が滝のように流れてくるのが見えた。

（逃げ切れない……！）

　死を予感した刹那――。

「マリウスっ!!」

　聞き覚えのある声が、確かに彼の名を呼んだ。

　そして次の瞬間、木々に囲まれた山道から黄金の髪をはためかせた騎手の白馬が飛び出し、マリウスに向かって一直線にやってくるのが見えた。

「手を！」

　深紅の乗馬服に身を包んだ騎手が、マリウスに向かって手を伸ばす。

　考える間もなくその手を掴み馬に飛び乗ったマリウスは、崩れてくる泥と木の波を間一髪でかわして馬を駆る鮮やかな手綱さばきを見た。
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　ようやく安全そうな場所までやって来て、騎手は馬を止めた。

　マリウスも騎手も馬から降り、土砂崩れの収まった山肌を遠目に見てホッと息を吐く。

「……よかった、間に合って」

　そう呟いて騎手が微笑んだとき、雨を降らせていた雲の切れ間から光が差し込んだ。

「……レオ……」

　マリウスは奇跡を見たように双眸を見開く。

　彼の瞳に映っているのは、かけがえのない親友の姿だった。

　黄金色の長い髪をひとつにまとめ、男物の深紅の乗馬服と白い脚衣に身を包み、太陽のように眩しい笑顔を浮かべている。それはずっとずっと会いたかった親友――いや、この世界でたったひとりの愛する妻。

『レオ』と呼びかけられたレオナが、一瞬ビクリと肩を震わす。そして男の恰好を隠すように、身を縮め両腕で自分を抱きしめた。

「あの……馬を全力で駆るのに、女性用の乗馬服とサイドサドルでは不向きだったから、その……、もう二度と男の恰好はしないわ」

　どうしてか怯えた様子のレオナに、マリウスは腕を伸ばすと力任せに自分の胸に抱きこんだ。

「恰好なんかなんでもいい。レオナ……よかった、無事で。もう一度お前をこの腕に抱きしめることができて、本当によかった……！」

　心からの愛しさと安堵を込めて、マリウスはレオナを強く抱きしめる。

　彼女が姿を消したと聞いたときから、生きた心地がしなかった。

　長い初恋を実らせようやく妻の座に収めたというのに、まだまだ彼女の心を開けていない。たくさん話をして、たくさん楽しい思い出を作って、泣かせてしまった理由も聞いて謝りたい。そんな未練を残したままレオナを失うことがなくて本当に良かったと、マリウスは感激で瞼の裏が熱くなってくるのを唇を噛んでこらえた。

　抱きしめられて呆然としていたレオナは、やがておずおずとマリウスの背に手をまわし口を開いた。

「マリウス……私、ずっと謝りたかったの。子供のとき、自分が女だって伝えられずにあなたを傷つけたこと。ずっとずっと謝りたかった。ごめんなさい。男のふりをして……ごめんなさい」

　苦しそうに打ち明けたレオナの謝罪に、マリウスはパチクリと目をしばたたいて抱擁の腕をほどく。

「なんで謝るんだ？　俺はお前が男でも女でも最高の友達ができたと思って嬉しかったぞ？」

　その返答に、今度はレオナの方が目をパチクリさせてしまった。

「でも……、あのとき、私が女だって知ったとき、マリウスが『嘘つき、大嫌いだ』って言ったから……私、今でも嫌われてると勝手に思い込んでて……」

　レオナの言葉を聞いて、マリウスはしばらく考え込む。そして片手で顔を覆って大きなため息を吐き出すと、「俺ってほんと……不器用っていうか無骨者っていうか」と独り言のように嘆いた。

　そしてハッとして顔をあげると、焦ったようにレオナの肩を掴む。

「もしかして初夜のときも外遊に出る前の夜も、お前が泣いてたのは……」

　レオナが少し困ったように視線を逸らしながら小さく頷いたのを見て、マリウスは頭を抱えたくなった。

　無自覚とはいえレオナを傷つけ、そのフォローもないままさらに彼女を傷つけてきたのだ。自分の鈍感さが嫌になる。

「俺の方こそごめん。『大嫌いだ』なんて、本当はちっとも思ってなかった。あのとき初めて女の恰好をしたお前を見て、あんまりにも綺麗で何がなんだか分からなくなってしまったんだ。すごく胸がドキドキして、なのに俺だけが本当のお前を今まで知らなかったのが悔しくて、つい突き放すようなことを言ってしまって……。お前がそんなに傷ついていたなんて、全然知らなかった。本当にごめん」

　九年前の夜からずっとレオナは傷を抱えていたのかと思うと、申し訳なくてたまらない。どうやって償えばいいのだろうかとマリウスが困惑していると、レオナは目に涙を浮かべ青い瞳を日差しにきらめかせて微笑んだ。

「よかった。私……ようやくあなたに言える。私、あなたのことずっと――」

　彼女が告げようとした言葉にマリウスがドキリと胸を高鳴らせた、その瞬間。

「あ、あれっ」

　レオナは突然膝を震わせ、その場にへたり込みそうになった。

「レオナ！」

　マリウスが慌てて抱きとめ支えると、彼女は恥ずかしそうに眉尻を下げて笑った。

「色々安心したら力が抜けちゃったみたい。ずっと気を張っていたから……」

　雨で土砂崩れの起きている山に馬で入ってくるのは、きっととても勇気の必要だったことだ。それほどまでに必死になって自分のことを探しにきてくれたレオナを、マリウスは改めて愛おしく思う。

「探しにきてくれてありがとう。礼に、帰りは俺が運んでやる」

　そう言ってマリウスはヒョイとレオナを横抱きに抱きあげた。途端に彼女の顔が真っ赤に染まり、ジタバタと脚を動かす。

「い、いい！　大丈夫だから下ろして！　それに私がいなくなっちゃったせいでマリウスが危ない目に遭ったんだから、お礼なんていらないわ」

「いいんだ。俺がこうしていたいんだから」

「でも、もうすぐ捜索隊もここへ来るわ。人に見られたら恥ずかしい……」

　よっぽど照れているのだろう。レオナはゴニョゴニョと訴えると真っ赤になった顔を隠すように、マリウスの胸へと押し当ててしまった。

　そんな可愛らしい姿に、マリウスも自然と顔が綻ぶ。

「誰に見られたっていいじゃないか。俺たちは夫婦なんだ。ははっ。ようやく妻と相思相愛になれたと、俺は世界中に報せて回りたいくらいだぞ」

　また子供っぽいことを言ってしまっただろうかとマリウスは一瞬慌てたけれど、腕の中のレオナはクスッと笑って「マリウスのそういうところ、好き」と肩を竦めた。

　雨のあがった空は青く晴れ渡り、遠くに虹が掛かっている。

　捜索隊が来るまでの間、ふたりは虹を眺めながら「愛してる」と囁き合い、何度も唇を重ねた。
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　シュテッペ地方の静観な高原に立つ優美な宮殿。しかし静かな夜と裏腹に、宮殿の居間には壮年男性のお説教の声が長々と響き渡っていた。

「今回はおふたりとも無事だったからよかったものの、もしものことがあったら如何なさるつもりだったんですか？　おふたりとももう子供ではないのです、王家の一員であることをご自覚ください」

　山から帰ってきた後、レオナとマリウスは揃ってヴィムにこってりとお説教された。

　マリウスはともかく、レオナはお説教など子供の頃以来だ。

　たくさんの人に迷惑をかけたことも、マリウスを危ない目に遭わせたことも心から反省している。けれど、ふたり揃って叱られるなどなんだか子供時代に戻ったみたいで、レオナはちょっぴり可笑しくなってしまう。

「特にマリウス様はもっと思慮深くあられるよう心掛けていただきたい。もっと物事を慎重に考え、向こう見ずな行動は慎まれるようにしてください」

　すると、おとなしくヴィムのお説教を聞いていたマリウスが、不満そうに唇を尖らせてボソリと呟いた。

「考えすぎもよくないと思うけどな。変に悩んでクライバー夫人なんかに相談したせいで、余計おかしなことになったんだ。ゴチャゴチャ考えずに最初から素直な気持ちを伝えてたら、レオナを泣かせることもなかったのに」

　ソファに並んで座っていたレオナは彼の呟きを聞いて、ついにクスクスと肩を揺らしだす。

　反省しなくてはいけないとわかっているけれど、今はこうして素直に笑えることが嬉しくもあった。マリウスとクライバー夫人がキスしている場面を見たときには心が裂かれたようなショックを受けたけれど、すべての誤解がとけた今、ようやく笑うことができる安心感を噛みしめる。

　クライバー夫人はレオナの側付きを解任され、夫の領地へと帰された。もう二度と登城することはないだろう。

　不満そうなマリウスと小さく笑っているレオナを見て、ヴィムは呆れたように深く溜息を吐くと、「どうやら私は殿下の教育を間違えたようだ」と嘆いた。










　時計の針がもうすぐ零時を指す頃。ヴィムのお説教から解放されたふたりは、ようやく寝室でふたりきりになれた。

「まいった、まいった。久々にヴィムに絞られたよ」

「仕方ないわ。私たち、軽率だったもの。明日は迷惑をかけた人たちにもう一度謝りにいきましょう」

　そう言ってレオナが眉尻を下げて笑うと、マリウスは腰掛けていた椅子から立ち上がって、後ろから抱きすくめてきた。

「分かってる。反省してるさ。……けど、レオナがいなくなったりしたら、俺は幾つになったって冷静でなんていられない」

　切なさを含んだ声色に、胸がキュッと締めつけられた。

「だから……もう二度といなくなったりするな」

　後ろから抱きしめるマリウスの手には、膏薬が塗られている。レオナが土砂崩れに巻き込まれたと思い、手で泥を掘り続けたときの傷だ。擦り傷の他に、あちこち皮が剥けている。

　傷だらけの彼の手に自分の手を重ね、レオナは「約束する」と小さく頷いた。

　頬に手を添えられ、ゆっくりと振り向かされる。間近で彼の琥珀の瞳と視線が絡まり合い、瞼を閉じると唇が重ねられた。

　泣きたくなるほど胸が痺れるのは、きっとお互いの心が通じ合ったからだ。

「愛してる」

　息を継ぐ合間にも、想いを伝えたくて仕方ない。今まで遠回りをしてしまった分、何十回でも何百回でも気持ちを伝えたかった。

「愛してる」

　レオナの想いに、マリウスも同じ言葉とそれ以上の情熱を返してくれる。

　口腔に入り込んできたマリウスの舌は、頬の内側や舌の付け根や口蓋までねぶり、レオナの小さな舌に押しつけて絡めることを強請る。

　おずおずとレオナが舌を絡めると、ふたりの唾液が混じり合いクチュクチュとなまめかしい水音が口内に響いた。

「ん、ぁ……」

　最後に舌を吸い上げられ、レオナの身体がピクリと震える。

　唇を離すとマリウスはレオナを身体ごと自分の方に向かせ、額をコツリとくっつけて嬉しそうに笑う。

「可愛いな、お前は。この国で……いや、世界で一番可愛い」

　ゴチャゴチャ考えることをやめた彼は、心のままにレオナを愛でることにしたようだ。

　マリウスらしい褒め言葉に、レオナは嬉しくてたまらなくなる。

「不思議だな。世の中には星の数ほど女がいるのに、キスをしたくなるのはお前だけなんだ」

　そんなことを言いながら、マリウスはレオナの顔中にキスの雨を降らせた。小鳥が啄むようにチュッチュッと頬や鼻先、目尻や睫毛にまでキスを落とし、最後は唇を軽く啄んでくる。

　愛しくてたまらない思いの籠もったキスを受けながら、レオナはふと思った。

　初夜のときにマリウスは『不慣れなのはお互い様だ』と言っていたけれど、もしかしたら彼は本当にレオナ以外の女性とキスも肌を重ねることもしたことがないのではと。

　彼の日記にはレオナ以外の女性の名など出てこなかったし、なんと言っても彼自身『女は苦手だ』と何度も綴っている。

　もしそうならば王族としては相当珍しいことだけれど、レオナは嬉しかった。

「私もよ、マリウス。私もキスしたいと思うのはあなただけ。あなた以外の人にときめいたことなど一度もないの」

　そんな思いの丈を打ち明ければ、マリウスはますます嬉しそうに目を細めた。

「そうか、よかった。まあ、俺よりかっこいい男なんかこの国にはいないから当然だけどな」

　白い歯を見せて得意そうに笑う顔は子供の頃と変わっていない。そんな彼のことが愛しくてたまらず、レオナは腕を伸ばしギュッと背を抱きしめた。

　マリウスは大きな手でレオナの髪を二、三度撫でると、そのまま背まで撫でさすり、腰まで手を下ろした。

「細い腰だな。昔から不思議だったんだ。こんな細い足腰をしてるくせに、重心がブレずに馬を乗りこなせることが」

　探るように腰を撫でられて、レオナはくすぐったくてモゾモゾとする。やがてマリウスの手はさらに下に降り、柔らかにお尻の肉をまさぐりだした。

「尻は……子供の頃よりずいぶん大きくなったな。今の方がずっと肉厚になってる」

　お尻について冷静に評されてしまい、レオナは「ま、マリウスっ！」と顔を真っ赤にさせる。やはり彼はあまり女性の扱いが上手くないようだ。

「白くて柔らかくて、いやらしくて。本当に昔と変わったな」

　マリウスの手が薄い夜着越しに、左右の尻肉をそれぞれ鷲掴むようにして捏ねる。腿の付け根辺りを揉まれるとくすぐったいような疼きを感じて、レオナは「んっ……」と吐息を零した。

　マリウスはお尻を揉みながら、髪に隠れたレオナの耳を髪の毛ごと甘噛みする。

「あっ……！」

　舌と髪のこすれる音が直接耳に響いて、レオナの背をゾクゾクと震わせた。

「あ、はぁ……っ、ん……っ」

　甘く吐息を零し続けていると、マリウスの手と唇がパッと離れた。

　マリウスはレオナの夜着の胸元のリボンを手早くほどくと、そのまま夜着を引き下げて足もとに落としてしまう。

「や、ま、待って……」

　寝室とはいえ、ベッドではなく立ったまま裸にされるのはなんだか恥ずかしい。

　レオナは慌てて胸を隠そうとしたが、「いいから、そのまま」とマリウスに腕を掴まれてしまった。

「胸も大きくなったな。すごく綺麗だ。乳首の色も綺麗で、興奮する」

　立ったまま胸の先端をチュッと吸われてしまい、レオナの身体がビクンと跳ねた。

「本当に……すごく綺麗になった。子供の頃のお前も可愛かったけど、今は女神みたいに綺麗で……何度も感動した」

　マリウスは腰を落とし正面に立つレオナの腹部に腕を回しながら、胸にむしゃぶりついた。乳暈ごと吸い上げ口の中でしごいたり、乳頭を甘噛みしたりしながら、何度も「綺麗だ」と感嘆を口にする。

　今になってレオナは分かる。初夜のとき彼が言った『昔と全然違う』の意味が。

　あれは女らしくなったレオナを否定していたのではなく、美しく成長したさまに感激して零した言葉だったのだ。

　改めて彼の想いを知り、レオナの胸が甘くときめいた。

　それは乳頭への愛撫と混じり合いひとつになって、身体の奥を熱く疼かせる。

「ああ……っ、マリウス……」

　下肢の間が潤み始めているのを感じた。もっと彼の熱を感じたくて、レオナは無意識に腿を擦り合わせる。

　それに気づいたマリウスは、胸の丸みに愛撫を辿らせながらだんだんと下へ唇を寄せていく。

「臍も可愛いな、レオナは。いっぱいキスしたくなる」

　腰を強く引き寄せて、マリウスはレオナの臍をねぶった。臍の輪郭を舌でなぞりコチョコチョと擽った後は、ねっとりと浅く舌を差し入れる。

「ぅ、んん……っ」

　くすぐったくてむず痒いような独特な感触には、いつまでも慣れることができない。背に汗が滲むとともに、花孔の露も溢れたような気がした。

　散々臍を嬲った後、愛撫は腿の付け根へと移動していく。

　下肢の間ではなく腿の方に唇を寄せられ、レオナはもどかしさを感じてしまった。

「スラリと伸びた綺麗な脚だ。脚衣に包まれた腿もすごく魅力的だったぞ。他の者に見られるのは癪だったけどな」

　今日の恰好をそんな目で見ていたなんて知らなかったと、レオナは密かに驚く。

「お前の脚衣姿は好きだけど、他の男の前ではするな。見ていいのは俺だけだ」

「も、もう着ないわ。今日は緊急事態だったから特別だっただけ」

「俺とふたりだけで遠乗りに行くときには着ろ。俺はお前のドレス姿も乗馬姿も好きなんだ」

　マリウスの嫉妬や独占欲、わがままな願望まで知って、レオナはなんだか面映ゆい気持ちになる。彼が自分に対してこんなに色々な気持ちを抱いていたことが、少し照れくさい。

　マリウスはレオナの白い腿に、幾つも赤い痕を残していく。これもまた、独占欲の表れだ。

「……分かった。今度はマリウスのために、マリウスだけのために着るわ。あなたにしか見せない」

　太ももに吸いつかれ、息を乱しながらレオナは誓った。

　心も身体も気持ちよくて幸福でとろけてしまいそうだった。

　こんなにもマリウスが愛して求めてくれている。そのことがレオナの身体を昂らせる。

「約束だぞ」

　そう言ってマリウスは最後にもうひとつキスマークをつけると、顔を腿の間へ寄せた。

「あ……」

　ずっと疼いていた場所へ口づけられるのだと思い、下腹の奥がジンジンと痺れた。

　いやらしい場所への愛撫を待ち侘びていたみたいで、レオナは自分の淫らさに頬を赤くする。

「脚をもっと開くんだ」

　マリスに命じられて、レオナは胸をドキドキと煩くいわせながらゆっくりと脚を広げていった。

　すると、肉びらから溢れた露がツゥッと内腿を伝っていくのを感じ、恥ずかしさで顔から火を噴きそうになる。

「や……っ」

　まだ触れられていないのに溢れるほど露を零すなんて。いくらなんでも慎みがなさすぎると、レオナは顔を手で覆って自分を恥じた。マリウスも呆れてしまうかもしれない。

　ところが、マリウスはなんと内腿に舌を這わせその雫を舐めとってしまった。

　さらに露が垂れた跡も舌で辿り、潤んだ花弁までペロリと舐める。

「あぁっ！」

　待ち望んでいた場所への愛撫に、レオナはたまらず腰を跳ねさせた。

　マリウスはレオナの腿をがっしりと腕で押さえると、下から顔をうずめるように秘所へとむしゃぶりついた。

「ひっ、ひぁあっ、ああんっ」

　レオナの淫らな姿を目の当たりにして、彼も欲情したのだろうか。

　マリウスは獣のように秘所をねぶる。肉びらを吸い、割れ目を何度も舌で往復し、溢れる蜜を啜った。ペチャペチャと音を立てて媚肉を舐め、舌を尖らせて膣口へ差し込む。

「んぁあっ！」

　あまりの快感に足の先から頭のてっぺんまで痺れるようだった。

　いつの間にかレオナは爪先で立ち、ふくらはぎをブルブル震わせている。

「ああ、マリウス……マリウス……っ」

　息が乱れ涙が滲んだ。陰芽を唇で食まれ優しく吸われると達してしまいそうになり、脚がガクガクとしてへたり込みそうになる。

「ひ、ぃ……っ」

　身体の奥で快感が爆ぜそうになったそのとき、マリウスが愛撫をやめた。

　もう少しで達しそうだったのに止められてしまい、レオナは切なくて泣きそうになる。

「ま、マリウス……」

『もっとして』などと、はしたない台詞は口にできない。けど、限界まで高まったこの熱を放置されるのはつらくて、レオナは目を潤ませた。

「今夜はもっとよくしてやる。だから泣くな」

　立ち上がったマリウスは悪戯っぽい笑みを浮かべてレオナの目もとを指で拭った。

　そしてレオナをベッドへ運び仰向けに寝かせると、自分も手早く着ていたものを脱ぎ捨てた。

　彼の雄はもうすっかり勃ちあがり、獰猛なほどに大きくなっている。

　それを目でとらえて、レオナは早く欲しいと思ってしまった。

　なんてはしたないと自分でも思うけれど、理性がきかない。たっぷりと身体中を愛でられ、疼きが限界なのだ。

　女性だって劣情を抱く。愛する男に愛でられ快感を与えられれば、早く繋がりたいと思うのは当然のことだった。

　けれど、てっきりいつものように身体を重ねてくると思ったマリウスは、レオナの開いた腿の間に膝をついた。そして両腿を掴み大きく持ち上げると、レオナの身体をふたつ折りの体勢にしてしまう。

「や……、いや、ぁ……っ！」

　天に向かって秘所をさらす格好にされてしまい、恥ずかしさで頭がどうにかなりそうだった。やめてほしくて足をばたつかせてもお尻ごと持ち上げられているせいで、膝から下が宙を掻くだけだ。

「これならよく見えるだろ」

　マリウスは琥珀の瞳に淫靡さと悪戯っ子の色を混ぜて笑う。

　首を上げると自分の性器が見えてしまい、レオナは「いや……っ」と小さく叫んで手で顔を覆った。

「いいな、この体勢だと俺からもここがよく見える。濡れていやらしく光ってるのも、小さい粒が真っ赤になって膨らんでるのも、全部丸見えだ」

　彼は自分の思っていることをストレートに伝えるようになったけれど、こんなことは口にしないで欲しいとレオナは思った。もはや恥ずかしくて返す言葉も出てこない。

「いやらしくて可愛いな。うんと可愛がっていじめてやりたい」

　口角を上げ嗜虐的な笑みを浮かべ、マリウスは中指をズブリと蜜口に挿れる。

「あぁっ！」

　潤沢に蜜を溢れさせた孔は難なく彼の中指を呑み込んだ。マリウスは武骨な指で隘路を抉り、ジュブジュブと音を立てて出し入れをする。

「や、あぁっ」

　顔を覆った指の隙間から窺い見れば、自分の秘所にマリウスの指が抽挿されているのが見えた。彼の指はねっとりと蜜に濡れ、淫靡に光っている。

「あぁっ……」

　骨ばっていて男らしく、けれど優美な彼の手。その指を自分の蜜が汚しているのだと思うと、羞恥心と隠しようのない劣情が湧き上がった。

　さっき絶頂の直前まで愛撫されたせいで、身体は敏感になり疼いている。

　背徳的な光景と膣壁で感じるゴリゴリとした彼の指の感触に、レオナは今までにないほどの興奮を覚えてしまった。

「あっ、あっ、マリウス……！　もうっ……！」

　けれど、あと少しで絶頂に達しそうになった瞬間、またしてもマリウスは動きを止めてしまった。

　そのまま指が引き抜かれてしまったのを見て、レオナは「ええっ」と情けない声をあげる。

「言っただろう、今夜はもっとよくしてやるって」

　そんなことを言われても、もう十分だと思った。これ以上焦らされては頭も身体もおかしくなってしまう。

　指を抜かれた蜜口も花弁も、飢えるようにヒクヒクと蠢いている。

　マリウスは悪戯っぽくそこにキスをすると姿勢を直し、先端から露を零している肉茎の先を蜜口に押し当てた。そして。

「よし、いくぞ」

　その言葉を合図に、いきり立った剛直を一気に奥まで突き入れた。

「あぁああぁっ!!」

　限界まで疼いていた蜜洞を抉られ奥まで満たされて、レオナの快感が限界を超える。

　今までで一番大きな絶頂を迎え、頭の中が真っ白になってしまった。

　全身から汗が噴き出し、背がビクンと跳ねあがる。脚は壊れたようにガクガク震え、蜜孔が何度も収斂した。

　けれど、大きな絶頂を迎え全身が過敏になっているというのに、マリウスは抽挿を止めない。

　身体をふたつ折りにしたまま覆いかぶさるように剛直を突き刺し、激しく腰を動かす。肉襞を掻き乱しながら抽挿を繰り返し、最奥を何度も乱暴に突いた。

「レオナ……っ」

「だ、めぇっ！　あ、ああっ、ひぃ、んっ！　や、め……ぃいあっ！」

　限界を超えた悦楽に全身がザワザワと総毛立つ。何も考えられなくなり、すすり泣くような嬌声をあげるのが精いっぱいだった。
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「ひ、ひぃ……っ、ひぃ、んんっ」

　ブルブルと腿が震え、秘所から飛沫があがった。これが粗相なのか愛液なのかは分からないけれど、どんなに恥ずかしくとももうレオナに止めることはできない。

「や、ぁあ……」

　大量に溢れた液体が、マリウスが腰を打ちつけるたびに跳ねて飛び散る。

「ビショビショだな。まるでおもらしだ」

　理性をなくし快感に身を委ねるだけになったレオナには、意地悪なマリウスの台詞さえも全身で感じてしまう。

「ひ、ぃいっ……！」

　ブルリと全身が震えて、また達してしまった。もう全身が苦しくて達したくないのに、身体が貪欲に快感を受け入れてしまう。

「も、も……や、ぁ……っ、マリウ、ス……」

　ポロポロと涙を零しながら首を横に振った。もうこれ以上達したくない。

　そんなレオナを見てマリウスは窮屈な姿勢のまま首を伸ばしチュッと唇にキスを落とすと、汗にまみれた顔に切なそうな笑みを浮かべた。

「可愛い、俺のレオナ。好きでたまらない。このまま溶け合って、俺たちひとつになっちゃえばいいのにな」

　マリウスはゆるく腰を動かしながら、何度も軽いキスを繰り返す。

「好きだよ。子供の頃からずっと。友達としても、女としても。ずっとこうしてお前のことを抱いて思う存分愛したかった。愛してる。何百回言っても、何百回抱いても足りないくらいだ」

　ぼんやりとした意識で彼の言葉を聞きながら、レオナは愛と幸福に満たされる。

「私も」と告げたいけれど、体力が尽きてもう言葉を返すこともできない。

　代わりに微かに微笑めば、目尻に溜まっていた涙がひとすじ零れ落ちた。

　それを舐めとり、マリウスはもう一度唇にキスを落とす。

「愛してるよ」

　最後にそう告げてマリウスは再び腰を激しく動かした。

　やがてレオナは最奥で熱い精が放たれたのを感じ、ゆっくりと意識を手放す。

　落ちた夢の中で、レオナはマリウスと共に馬で草原を駆け抜けていた。子供の頃のように心からの笑顔を向け合って。

　――ああ、きっとこれは正夢になるわ、と。レオナは優しく頬を撫でる男らしい手のぬくもりを感じながら夢うつつに思った。
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